




・ 電源プラグをコンセントに差し込む前に、必ずアース線を接続
する。アース接続を外す場合は、電源プラグをコンセントから取
り外してから行う。
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1 はじめに

スピードでリード
ステージで、スタジオで。最高のサウンドを引き出し、あらゆる音楽スタイ
ルで活躍できるシンセサイザー、それがNord.Lead.A1です。入念に設計
された新しいユーザー・インターフェイスにより、これまで以上に素早い音
作りが行え、音作りの楽しさをさらにディープに、そしてスピーディに体感
できます。

Nord史上最高のアナログ・モデリングが…

Nord.Lead.A1の心臓部、それは最新のアナログ・モデリング・エンジンで
す。バーチャル・アナログ・シンセシスをさらに次のレベルへと推し進める新
エンジンにより、アナログ・シンセの信号経路を忠実に再現し、これまで以
上にリアルなアナログ・サウンド、そして幅広い音作りの可能性を実現しま
した。２６ボイス、４パート・マルチティンバーを誇るNord.Lead.A1は、限
定的な機能のアナログ製品を遥かに凌ぐパワフルさをパッケージにした１
台です。

…Nord史上最高のシンプルなユーザー・インターフェイスと
融合

Nord.Lead.A1の設計上の最大のポイントとなった部分が、シンプルなが
らも幅広い音作りが可能な最新のユーザー・インターフェイスです。最新
かつユニークなオシレーター・セクション、設定済みのモジュレーション・マ
トリクス、シンプル化したADRエンベロープなどにより、ディープな音作り
の可能性をそのままに、より簡単でよりスピーディなサウンド・メイキングを
実現しました。

Likeボタン

ライク機能は、音作りの途中で気に入った音色を
マークしておけるユニークな機能です。最大５０個
までの「Like（いいね！）」をマークでき、その中から
気に入った音色を最終的にメモリーしたり、初期の
段階に戻って別のアプローチで音作りし直すといったこともできます。

Nord Sound Manager

Nord.Lead.A1は、Nord.Sound.Managerに対応しています。
Nord.Sound.Managerは、プログラムやパフォーマンスといった音色
データの並べ替えやバックアップなどの音色管理が行えるMac.OS.X、
Windows用のアプリケーション・ソフトです。

Nordクオリティの高品質ハードウェアとして

他のNordキーボードと同様、Nord.Lead.A1はストックホルム（スウェー
デン）のNordファクトリーで厳しい品質管理の下でハンドメイドにより生産
しています。

キーボード・バージョンではFatar®４９鍵キーボードを採用し、両モデルと
もメタル製ボディを採用。レスポンスの良いノブを装備した揺るぎのない
品質で末永くご使用いただける高い信頼性を実現しました。

キーボードとデスクトップの２モデル
キーボード・タイプのNord.Lead.A1は、４９鍵ベロシティ・センス付きの
キーボード、モジュレーション・ホイール、木製ピッチ・スティックを装備して
います。デスクトップ・タイプのNord.Lead.A1Rは、キーボード・タイプと
同様、４系統のラインレベルのオーディオ・アウトプット、ヘッドフォン端子、
MIDI. IN、MIDI.OUT端子、USBポート、サスティン・ペダル、コントロール・
ペダル・インプット端子を装備しています。
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2 オーバービュー

フロントパネル
フロントパネルの構成をセクションごとにご紹介します。

オシレーター、フィルター、アンプ
Nord.Lead.A1のオシレーターには、クラシックなアナログ波形からデジ
タル的な整然とした倍音構成の波形やピッチ感の薄れた非整数次倍音を
含んだ波形まで、４７種類の波形を内蔵しています。これらの豊富な波形と
Nord.Lead.A1独自のオシレーター・コンフィギュレーション・ショートカッ
ト機能により、スピーディな音作りを行えます。オシレーターの波形選択か
ら始まるオシレーター・コンフィギュレーション・ショートカットには、Pitch、
Detune、Shape、Sync、Sub.Mix、FM、AM、Noiseがあり、アジャスト・
ノブを回すことでオシレーター構成を簡単に選ぶことができます。

フィルター・セクションにはクラシックな１２/24dBローパス、ハイパス、
バンドパス・フィルターのほかに、伝説的シンセのMini、TB-303のフィル
ター回路に採用されたラダー・フィルター、ダイオードによるフィルター回
路を忠実に再現したタイプも内蔵し、オリジナルと同様のキャラクターや
特性を実現しました。これらの豊富なフィルター・タイプを駆使し、自由度が
高く、シャープな音作りを行えます。

モジュレーション
モジュレーション・セクションにはLFO、３ステージ（ADR/ASR）仕様のモ
ジュレーション・エンベロープがあります。LFOの周期は本機のマスター・ク
ロックと同期可能です。また、モジュレーション・エンベロープは反転動作も
可能です。新ユーザー・インターフェイスの採用により、モジュレーションの
設定状況が非常に簡単に確認でき、複雑で凝った音色も思いのままに作成
できます。

エフェクト、アウトプット
アンサンブル、コーラス・エフェクトを内蔵しています。どちらもビンテー
ジ・シンセに内蔵されていた回路をモデリングしたもので、アナログ特有の
暖かみのある質感が特徴的です。他にもリング・モジュレーション、フェイ
ザー、フランジャー、ドライブ・エフェクトをスロットごとに、ディレイ、リバー
ブも独立したエフェクト・セクションとしてスロットごとに使用できます。

1

2

ボイス・モード
ボイス・モードは通常のポリフォニックの他にユニゾンがあり、実際に複数
のボイスを重ねた分厚いサウンドを作り出せます。また、モノフォニック（単
音）のモードにはモノ、レガートの２タイプがあります。

ピッチ・スティック
ピッチ・スティックはピッチ・ベンドに使用します。ピッチ・ベンドの幅はプログ
ラムごとに設定できます。ピッチ・スティックにはセンター部分に不感帯が
ありませんので、ナチュラルなビブラートやギタリストのような派手なアー
ミングも自在に行なえます。また、ピッチ・スティックはログカーブ的に動作
しますので、センター位置からスティックが離れるほどピッチの変化量が大
きくなります。

モジュレーション・ホイール
モジュレーション・ホイールはLFOなどによるビブラートやMorph（モーフ）
機能のコントローラーとして音色をリアルタイムに変化させる際に使用し
ます。

Nord.Lead.A1Rにはピッチ・スティックやモジュレーション・ホイールが装備
されていませんが、MIDIピッチ・ベンド、MIDIモジュレーション・ホイールの各
メッセージを受信することでキーボード・タイプと同様のことが行えます。

アルペジエイター
アップ/ダウン、ランダムの各モードや最大４オクターブのレンジで動作す
るアルペジエイターを４基内蔵しています。各アルペジオは本機のマス
ター・クロックと同期可能です。

プログラム、パフォーマンス
〔PROG/MENU〕ダイアルを回してプログラムや、最大４系統の異なるサ
ウンドを同時に使用できるパフォーマンスを選択します。選択すると、LED
ディスプレイにその番号が表示されます。

モーフ
Nordシリーズ伝統の、複数の音色パラメーターをモジュレーション・ホイー
ルやベロシティ、ペダルで同時に変化させることが可能なモーフ機能が
Nord.Lead.A1にも搭載されています。モーフ機能の設定は、〔MORPH〕
ボタンを押しながら変化させたいパラメーターのノブを回すだけのシンプ
ル操作です。

3

4

5

6

7

8

9
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ボタン
〔ON/OFF〕ボタン
〔ON/OFF〕ボタンは、パラメーターやエフェクトなどパラ
メーターのグループの機能をオン/オフする時に使用します。オンになると
LEDが点灯します。

セレクター・ボタン
セレクター・ボタンは複数のセッティングか
ら１つを選択するタイプのパラメーター
で使用します。複数のセッティングには丸
や三角のLEDが周囲にあり、選択したセッ
ティングが点灯します。セッティングを変更
するには、セレクター・ボタンを繰り返し押
します。

〔SHIFT〕ボタン
本機のパネル上にあるボタンのうち、いくつかにはもう１
つの機能があり、〔SHIFT〕ボタンを押しながらその機能
のボタンを押して使用します。「もう１つの」機能名はボ
タンの下にあります。例えば、〔SHIFT〕ボタンを押しなが
ら〔FILTER.TYPE〕ボタンを押すと、フィルターのキー
ボード・トラッキングのセッティングを選択できます。

マスター・クロック（MST CLK）ボタン
マスター・クロック・ボタン（〔SHIFT〕＋〔SLOT.D〕）を押す
と、マスター・クロックのテンポを設定できます。設定方法に
は次の２通りがあります：

•.〔PROG/VALUE〕ダイアルを回す。

•.〔SLOT.D〕ボタンを設定したいテンポに合わせて数回軽く叩く（タッ
プ・テンポ）。

ノブ＆ダイアル
Nord.Lead.A1での音作りや設定などの変更は、ノブやボタンを操作する
だけのシンプルなものです。ノブやボタンなどのコントロール類は、その時
のモードによってコントロールするパラメーターなどが変わるものもあり
ます。ここではそのようなコントロール類の代表的なものをご紹介します。

ノブ
Nord.Lead.A1のパラメーターのうち、連続的に変化する
ものにノブが装備されています。

プログラムを選択した時、各パラメーターの設定値はノブ
の向きと必ずしも一致していません（むしろほとんど一致
しません）が、ノブを回し始めるとその瞬間にそのパラメーターの値がノブ
の向きをキャッチして一致します。また、ノブの左下にはグリーンのLEDが
付いています。
このLEDが付いているノブは、モーフ機能でコントロールできるパラメー
ターです。モーフ機能につきましては、１３ページをご参照ください。

〔SHIFT〕ボタン使用時のノブ
ノブの中には、〔SHIFT〕ボタンを併用して使用するノブ
もあります。このタイプのノブの一例に、パンニング（定
位）があります（OUTPUTセクション）。このタイプのノ
ブは、〔SHIFT〕ボタンを押しながらノブを回すとノブの
下の黒地に白字でプリントされているパラメーターの設
定が変化します（その近くにLEDも付いています）。

ダイアル
Nord.Lead.A1にはダイアルが３つあり、そ
れぞれのダイアルの近くにはLEDディスプレ
イがあります。ダイアルは、プログラムやパ
フォーマンスを切り替えたり、オシレーターの
パラメーターを変更する時などに使用します。

〔MASTER LEVEL〕ノブ
〔MASTER.LEVEL〕ノブはパネル左上にあり、本機のオー
ディオ出力、ヘッドフォン出力のレベル（音量）を調整する時
に使用します。このノブの向きは、出力レベルと常に一致し
ています。

〔MASTER.LEVEL〕ノブの設定は、プログラムやパフォー
マンスには保存されません。
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リアパネル

オーディオ端子
〔HEADPHONES〕端子

ヘッドフォン端子です。ジャックは標準ステレオ・ジャックです。

ヘッドフォンを大音量で使用すると難聴などの聴覚障害を引き起こす恐れが
ありますので、音量には十分にご注意の上、ご使用ください。

アウトプット１、２に割り当てられたスロットの音のみがヘッドフォン端子に出
力されます。

〔OUT1〕～〔OUT4〕端子

Nord Lead A1のオーディオ出力端子です。ジャックは標準ジャック（不平
衡）です。この端子からキーボード・アンプやレコーディング機器などに接続
します。

オーディオ接続時の鉄則
• 接続をする前にアンプの電源を切っておきましょう。

• 電源を入れる際は、アンプの電源を最後に入れます。

• 電源を切る際は、アンプの電源を最初に切ります。

各アウトプット端子へのスロットのアサイン（割り当て）は、システム・メ
ニューで行います。

MIDI端子
〔MIDI OUT〕コネクター

Nord Lead A1から音源モジュールやシーケンサー、コンピュータなど
の外部MIDI機器へMIDIメッセージを送信する際、このコネクターにMIDI
ケーブルを接続します。

〔MIDI IN〕コネクター

キーボードやシーケンサー、コンピュータなどの外部ＭＩＤＩ機器からMIDI
メッセージを受信する際、このコネクターにMIDIケーブルを接続します。

USBポート
USBポートは、Nord Lead A1をコンピュータに接続する時に使用しま
す。コンピュータ上でNord Sound Managerアプリケーションを使用し、
Nord Lead A1のプログラムなどの音色管理やオペレーティング・システム
（OS）のアップデートが行えます。

USB-MIDI機能

Nord Lead A1では、USBポートを介してMIDIメッセージの送受信が行
えます。

Microsoft Windows OSを使用しているコンピュータの場合、USB-MIDI
機能を使用するにはドライバー・ソフトが必要になります。ドライバー・ソフト
はNordウェブサイトのダウンロード・エリアから入手できます。

ペダル端子
Nord Lead A1にはサスティン・ペダル、コントロール・ペダルの２つのペダ
ル・インプット端子があります。

〔SUSTAIN PEDAL〕インプット

ジャックは標準ジャックで、スイッチ・タイプのペダルを接続します。ペダル
を踏むと、弾いた音が長く伸びます。

スイッチ・タイプのペダルには機種によって２種類の極性（オープン、クロー
ズド）があります。ペダルを踏んでいない時に音が長く伸びてしまう場合
は、極性が合っていませんので、システム・メニューでペダルに合った極性
に切り替えてご使用ください。

〔CONTROL PEDAL〕インプット

ジャックは標準ステレオ・ジャックで、エクスプレッション・ペダルと呼ばれる、
連続的に変化するペダルを接続します。このタイプのペダルは、モーフ機
能のコントローラーや、本機の全体的なボリューム調整用としても使用で
きます。

エクスプレッション・ペダルをこの端子に接続する場合、ケーブルは標準ス
テレオ・プラグ（TRS：チップ/リング/スリーブ）のものを必ずご使用くださ
い。

エクスプレッション・ペダルは、機種によって抵抗値やオフセット値などの仕
様が異なることが多くありますが、Nord Lead A1では主要なペダル・メー
カー（ヤマハ、コルグ、ローランド、FATAR）の各設定値をプリセットとして
内蔵しています。システム・メニューでお使いのペダル・メーカーに合わせ
てご使用ください。
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3 使い始める

スロット
Nord.Lead.A1にはA〜Dの４
つのスロットがあり、スロットご
とに独立したシンセサイザーの
セッティング、つまりプログラムを使用できます。スロットを複数使用して異
なるプログラムを重ねてレイヤー・サウンドにしたり、スロットを切り替える
ことで素早くプログラムを切り替えるなど、活用法は様々です。

プログラムを選択する
〔PERF.MODE〕ボタンを押
すと〔PERF.MODE〕LEDが
消えます。このLEDが消灯し
ている状態がプログラム・モー
ドで、スロットのLEDが赤く点
灯します。

〔SLOT.A〕ボタンを押します。するとスロットAのLEDのみが点灯し
ます。点灯しない場合、〔SLOT.A〕ボタンを押しながら他のスロット・
ボタンを押してスロットA以外の選択を解除します。

キーボードを弾きながらプログラムの音色を聴いてみます。プログラ
ム・ダイアルを回すとプログラムが切り替わります。

プログラムをエディットする
プログラムのエディットは、ノブやボタンの操作だけで簡単に行なえます。

エディットしたいスロットを選択します。

キーボードを弾きながら音色パラメーターを操作して、音色の変化を
聴いてみます。

エディットした時点では、元のプログラムは消去されていません。元のプロ
グラムに戻るには、プログラム・ダイアルを１クリック分だけ前後どちらかに
回し、回した分だけ元に戻します。エディットをして変化した音色を残してお
くには、プログラムをメモリー
に保存します。

プログラムをエディットすると、
ディスプレイに表示されてい
るプログラム番号の右にドット
（「.」）が表示されます。このドットは、「現在プログラムのエディット中で、未
保存の状態です」という意味のサインです。

プログラムを保存する
エディットした音色が気に入りましたら、次にしたいことはその音色を保存
することかと思いますが、その前にしておくべきことが１つあります。Nord.
Lead.A1は、誤ってプログラムを消去してしまうことを防ぐメモリー・プロ
テクト機能がオンになった状態で工場から出荷されています。この機能は
システム・メニューでオフにすることができます。手順は次の通りです：

〔SHIFT〕ボタンを押しながら〔SYSTEM〕ボタンを押します。プログ
ラム・ダイアルで“1.ON”（最初にあります）を選択します。

〔SHIFT〕ボタンを押しながらプログラム・ダイアルを回して“1.OF”に
し、〔EXIT〕ボタンを押してメニューから抜けます。

これでメモリー・プロテクト機能がオフになりました。次はエディットしたプ
ログラムを保存します。

1

1

1

2

2

2

3

〔SHIFT〕ボタンを押しながら〔STORE〕ボタンを押します。
この時、ディスプレイの表示が点滅します。

元のプログラム番号に上書き保存したい場合は、もう一度〔SHIFT〕
ボタンを押しながら〔STORE〕ボタンを押します。

元のプログラム番号とは別の番号に保存したい場合は、プログラム・
ダイアルを回して保存したい番号を選択し、〔SHIFT〕ボタンを押しな
がら〔STORE〕ボタンを押します。これで指定した番号にエディットし
たプログラムが保存されます。

保存操作を途中で中止したい場合は、パネル上の〔STORE〕以外の
ボタンを押します。

元のプログラム番号とは別の番号に保存する場合、別の番号を選択した時に
そのプログラムの音色を聴くことができます。これにより消したくない音色
に上書きしてしまうことを防げます。

プログラムを重ねてレイヤーにする
〔SLOT.A〕ボタンを押しながら〔SLOT.B〕ボタンを押します。すると
スロットA、B両方のLEDが点灯し、それぞれのプログラムをキーボー
ドで同時に演奏できます。この状態を「レイヤー」と呼びます。

この時、どちらか
のスロットLEDが
点滅しています。
点滅しているス
ロットがパネル上
でエディット可能
なスロットになり
ます。

この状態で、点滅ではなく点灯しているスロット・ボタンを押すと、そ
のスロットLEDが点滅し、エディット可能な状態になります。

〔SLOT.A〕ボタンを押しながら〔SLOT.B〕ボタンを押します。すると
スロットBのLEDが消灯してスロットAのみの状態になります。

スロットをソロ状態にする
パフォーマンス・モードでは４つのプログラムを同時に使用できます。この
時、選択したスロットのみの音色を聴けるソロ機能が使用できます。スロッ
トをソロにするには、ソロにしたいスロット・ボタンをダブルタップします。
ソロの解除はスロット・ボタンのいずれかを押します。

マルチ・フォーカス機能
スロットを複数使用している場合、通常はスロットLEDが点滅している
スロットのみがエディット可能な状態になります。この時、そのスロットは
「フォーカスされたスロット」ということになります。この状態で、〔SHIFT〕
ボタンを押しながら〔MULTI.FOCUS〕ボタン（〔SHIFT〕ボタンの右上
にあります）を押すと、マルチ・フォーカス機能がオンになります。マルチ・
フォーカス機能は、オンになっているすべてのスロットで同じパラメーター
を同時にエディットできる機能です。この時、すべてのオンになっている（使
用している）スロットLEDが点滅し、音色パラメーターを操作すると、オン
になっているすべてのスロットに対してエディットを同時に行います。この
機能は、〔MULTI.FOCUS〕ボタンをもう一度押すと解除されます。

3

4

 

1

2

3
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スプリットにする
スプリット機能は、キーボードを２分割してそれぞれの音域で異なる音色を
弾き分けることができる機能です。この機能がオンになると、キーボードの
低音域ではスロットA、Bが、高音域ではスロットC、Dが使用できます。スプ
リット機能は、次の手順でオンにします：

〔SLOT.A〕ボタンを押しながら〔SLOT.C〕ボタンを押してスロットA、
Cをオンにします。

〔SHIFT〕ボタンを押しながら〔SPLIT〕ボタン（〔SHIFT〕ボタンの左
側にあります）を押します。これでキーボードが２分割されます。

スプリット・ポイントを設定する
〔SHIFT〕ボタンと〔SPLIT〕ボタンを押したままにすると、ディスプレイに
ノート・ナンバーが表示されます。この数値がスプリット・ポイントで、このポ
イントを境に低音域と高音域が分割されます。この状態で、キーボード上
のキーを押すと、そのキーが高音域の最低音になります。

スロット間でコピー/ペーストをする
Nord.Lead.A1では、選択したスロットのセッティングを別のスロットにコ
ピーすることができます。これにより、スプリット演奏時に音域の上下で音
色を入れ替えたい場合などに便利です。手順は次の通りです：

〔COPY〕ボタンを押しながら、コピー元にするスロット・ボタンを押し
ます。
この時、ディスプレイに“CP”の文字とコピー元のスロット（A〜Dのい
ずれか）が表示されます。

〔SHIFT〕ボタンと〔PASTE〕ボタンを押しながら、コピー先にしたい
スロット・ボタンを押します。この時、ディスプレイに“PS”の文字とコ
ピー先のスロット（A〜Dのいずれか）が表示されます。

ペーストが終了しても、本機の電源をオフにしたり、新たにコピー操作をす
るまではコピーしたデータがクリップボードに残った状態になります。これ
は１つのコピー元から複数のコピー先にペーストしたい場合に便利です。

コピー/ペーストを行った場合、そのプログラムやパフォーマンスを保存せず
に別のプログラムやパフォーマンスを選択すると、コピー/ペーストしたセッ
ティングが消去されてしまいますのでご注意ください。

パフォーマンス・モードについて
レイヤーやスプリット機能のオン/オフ、スプリット・ポイントやグローバル・
オクターブ・シフト機能の設定を駆使して、複雑なセッティングをメモリーし
ておくことができます。これらの各種設定はパフォーマンス・モードで行い
ます。パフォーマンス・モードでは、すべてのスロットの音色データと、各ス
ロットのオン/オフ設定もメモリーできます。

パフォーマンスを選択する
〔PERF.MODE〕ボタンを押すと、
パフォーマンス・モードに入ります。

プログラム・ダイアルを回してパ
フォーマンスを選択します。パフォーマンスは、“A..1”から“d.50”ま
での２００種類が入っています。パフォーマンスには複数の音色を重
ねたレイヤーや、キーボードを２分割し、それぞれの音域に異なる音
色を割り当てたスプリットのものがあります。

パフォーマンスをエディットする
パフォーマンス内のプログラムを変更するには、変更したいプログラムが
入っているスロット・ボタンを押しながら、プログラム・ダイアルを回します。

パフォーマンスを保存する
パフォーマンスの保存は、プログラムの保存と同様に行います。９ページを
ご参照ください。

プログラムをパフォーマンスとして保存する
プログラム・モードでレイヤーやスプリットを作成した場合、それをパフォー
マンスとして保存することができます。手順は次の通りです：

〔SHIFT〕ボタンを押しながら〔STORE〕ボタンを押します。
この時、ディスプレイが点滅します。

〔PERF.MODE〕ボタンを押してパフォーマンス・モードに入ります。

プログラム・ダイアルを回して保存したい番号を選択し、〔SHIFT〕ボ
タンを押しながら〔STORE〕ボタンを押します。

モーフ機能の設定をする
モーフ（モーフィング）機能は、モジュレーション・ホイールやキーボードを
演奏するタッチの強弱（ベロシティ）で複数の音色パラメーターを同時に変
化させることができるパワフルな機能です。設定方法は次の通りです：

〔MORPH〕セクションにあるボタンのどちらかを押したままにしま
す。ここでは例として〔WHEEL〕ボタン（〔WHEEL/PEDAL〕ボタン）
を押したままにします。

〔WHEEL〕ボタンを押し
たままの状態で、音色パラ
メーター（ノブ）を回します。
ここでは例としてフィルター
の〔FREQ〕ノブを回します。

〔WHEEL〕ボタンから手を
離します。これでモジュレーション・ホイールでフィルターのカットオ
フ・フリケンシーをコントロールできます。

モーフ機能を（この例ではモジュレーション・ホイールで）コントロールできる
範囲は、手順　　で操作した〔FREQ〕ノブを回した範囲になります。

モーフ機能の詳細につきましては、１３ページをご参照ください。

1

2

1
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4 スロットとメモリーについて

オーバービュー
Nord.Lead.A1は、４パートのマルチティンバーのシンセサイザーです。
つまり、４パートの独立したシンセサイザーを１台で同時に使用することが
できます。

この各パートをスロットと呼び、各スロットには１台分のシンセサイザーが
入ります。スロットにはA、B、C、Dの４つがあります。

パネル上に表示したり、エディットが可能なスロットは１つまでです。スロッ
トをエディットする場合は、そのスロットのスロット・ボタン（〔SLOT.A〕〜
〔SLOT.D〕のいずれか）を押して選択します。

各スロットは個別にオン/オフを切り替えることができ、オンになっているス
ロットはすべてキーボードで演奏できます（下図をご覧ください）。複数の
スロットがオンになっている状態を、レイヤーと呼びます。

オンになっているスロットは、キーボードからの信号に反応します。一方、モ
ジュレーション・ホイール、ピッチ・スティック、コントロール・ペダル（接続時の
み）からの信号は、スロットのオン/オフ設定に関係なく全てのスロットに入り
ます。

各スロットはMIDIチャンネルや発音する音域を個別に設定することができ
ます。ピッチ・スティックやモジュレーション・ホイール、コントロール・ペダル
（接続時のみ）からの信号は各スロットのオン/オフ設定に関係なくすべて
のスロットに入ります。

グローバル・チャンネルのMIDIメッセージは、本機のキーボードを弾いた時と
同様に機能します。一方で、各スロットはMIDIチャンネルを個別に設定でき、
最大４パートのマルチティンバー音源として使用できます。なお、MIDIアウト
は常にグローバル・チャンネルを出力します。

スロット・ボタンの操作と動作ついて
スロット・ボタンは〔SLOT.A〕〜〔SLOT.D〕の４つがあり、スロットをフォー
カスさせたり、スロットをオンにする際に使用します。

スロットのフォーカスを別のスロットに変更する場合は、フォーカスさせた
いスロット・ボタンを押します。オフになっているスロットがフォーカスされ
ている場合、そのスロットがオンになり、その他はオフになります。

オンになっているスロットが１つのみの場合、そのスロットがフォーカスさ
れている場合でもスロットLEDは点灯したままの状態になります。複数の
スロットがオンになっている場合、フォーカスされているスロットLEDは点
滅し、その他のオンになっているスロットLEDは点灯した状態になります。

複数のスロット・ボタンを同時に押すと、レイヤーになります。また、スロッ
ト・ボタンを１つ押したままの状態で、他のスロット・ボタンを押すと、そのス
ロットのオン/オフ切り替えができます。

スプリット機能について
スプリット・ポイントを設定することにより、キーボードは２つの音域に分
割され、低音域（左側）にはスロットA、Bが、高音域（右側）にはスロットC、
Dがそれぞれ割り当てられます。スプリット・ポイントは、〔SHIFT〕ボタン、
〔SPLIT〕ボタンを押しながら、分割させたい位置をキーボード上で指定
する（分割させたい位置のキーを押す）と設定できます。

ソロ機能について
スロット・ボタンをダブルタップすると、そのスロットがソロ・モードになりま
す。この時、その他のスロットは一時的にオフの状態となり、ミュートされま
す。スロットがソロ・モードに入ると、スロットLEDが点滅します。また、ソロ・
モードに入っている状態でスロット・ボタン（どれでも構いません）を押すと
ソロ・モードが解除され、元の状態に戻ります。

マルチ・フォーカスについて
マルチ・フォーカス機能を使用すると、複数のスロットが同時にフォーカス
されます。この時、音色パラメーターをエディットすると、その時フォーカス
されているすべてのスロットがエディットされます。この機能をオンにする
には、〔SHIFT〕ボタンを押しながら〔MULTI.FOCUS〕ボタンを押します。
すると、その時オンになっていたすべてのスロットがフォーカスされ、各ス
ロットのLEDが点滅します。
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プログラムとパフォーマンスについて
Nord.Lead.A1にはプログラムとパフォーマンスの２種類の音色メモリー
があります。プログラムは８つのバンクに保存され、合計４００個、パフォー
マンスは４つのバンクに保存され、合計２００個がメモリーされています。

プログラム
プログラムは、スロットを１つだけ使用した音色です。また、プログラムは４
つあるどのスロットにもロード（読み込み）させることができます。

プログラムには、スロット１つ分だけのパラメーター・データが入っています。

パフォーマンス
パフォーマンスは、４つのすべてのスロットを使用した音色です。各スロット
の音色パラメーター・データもパフォーマンスの一部として保存されます。
つまりパフォーマンスは、各パフォーマンスで使用するプログラムの番号
を参照しているのではなく、各スロットの音色パラメーターのデータも一
緒に保存されます。この他に各スロットのフォーカス情報、スロットのオン/
オフ情報、ホールド機能のオン/オフ、スプリット機能のオン/オフ、スプリッ
ト・ポイント、グローバル・オクターブ・シフトの設定、マルチ・フォーカス機能
のオン/オフ情報もパフォーマンス用データとして保存されます。

１つのパフォーマンスには４つのスロットの音色パラメーター・データに加
え、各種セッティング情報が入っています。

パフォーマンス・モード
〔PERF.MODE〕ボタンは、押すごとにパフォーマンス・モードとプログラム・
モードが交互に切り替わります。

パフォーマンス・モードに入っている場合、４つのスロットLEDは緑に点灯
し、ディスプレイにはその時選択しているパフォーマンスのバンクが次のよ
うな文字で表示されます：A、b、C、d

プログラム・モードでは、スロットLEDは赤く点灯し、バンクは1〜8の数字
で表示されます。

1  1.

1  2.

1  3.

8 50.

.A  1

A  2.

d 50.

プログラム、パフォーマンスの各モードには、それぞれ個別のスロット・バッ
ファというメモリー領域があります。これは、例えばパフォーマンス・モード
で音色エディットをした場合でも、プログラム・モードのデータには影響を
及ぼすことなく、自由にエディットができるというものです。同様に、プログ
ラム・モードで音色エディットをした場合も、パフォーマンス・モードに入って
いる音色に影響を及ぼすことはありません。

パフォーマンスは、レイヤーなどの作成だけでなく、４つのスロットを同時
に使用でき、スロットを切り替えることでプログラム・ダイアルを使用しなく
ても、瞬時に音色を切り替えられるメリットもあります。

パフォーマンスを選択する
パフォーマンス・モードでも、プログラム・モードと同様、プログラム・ダイア
ルを回すとパフォーマンスが切り替わります。パフォーマンスを切り替える
と、すべてのスロットに音色データがメモリーからロードされます。

一方、プログラム・モードでプログラムを切り替えた場合は、１つのスロット
にのみ音色データがメモリーからロードされ、その他のスロットには何もし
ません。

また、パフォーマンス・モードでは、プログラムをパフォーマンス・モードの
各スロットにロードさせることができます。これは、ロードさせたいスロット
のスロット・ボタンを押しながらプログラム・ダイアルを回してロードさせた
いプログラムを選択することで行えます。この時、他のスロットには影響を
及ぼしません。この方法でプログラムをパフォーマンスにロードし、すぐに
保存した場合、そのスロットがプログラムからロードされたことを示す意味
で、そのスロットがフォーカスされた状態で保存されます。

パフォーマンスを保存する
プログラム・モードではフォーカスされたスロットのデータのみが保存され
るのに対し、パフォーマンス・モードでは４つのスロットすべての音色データ
と、各種セッティングがメモリーに保存されます。

保存の方法は、〔SHIFT〕ボタンを押しながら〔STORE〕ボタンを押しま
す。すると、ディスプレイが点滅します。この時、元のパフォーマンスとは別
の番号に保存する場合は、プログラム・ダイアルを回して保存先の番号を
選択します。プログラム・ダイアルを回すと、その番号のパフォーマンスが
一時的にロードされ、上書きしても良いかどうかをチェックできます。次に、
もう一度〔SHIFT〕ボタンを押しながら〔STORE〕ボタンを押すと保存が完
了します。

また、保存先を選択している時にパフォーマンス・モードとプログラム・モー
ドを切り替えることもできます。これにより、すべてのスロットのデータを
パフォーマンスとして保存したり、逆にパフォーマンスにあるスロット１つ分
のデータのみをプログラムとして保存することができます。

保存の手順につきましては、９ページもご参照ください。

スロットをパフォーマンスにコピーする
プログラム・モードでスロットを複数追加した場合、それをパフォーマン
スにコピーすることができます。〔COPY〕ボタンを押しながら〔PERF.
MODE〕ボタンを押すと、各スロットのデータがパフォーマンスにコピー
されます。この時ディスプレイには、その時のパフォーマンス・バンクの次に
“−−”が表示されます。これは、そのパフォーマンスが保存されていない
ことを示すサインです。

パフォーマンスをプログラムにコピーする
パフォーマンスの全スロットのデータをプログラム・モードにコピーし、複数
のスロットを使用したプログラムにすることも可能です。パフォーマンス・
モードで〔COPY〕ボタンを押しながら〔PERF.MODE〕ボタンを押すとプ
ログラム・モードに切り替わり、すべてのデータがプログラムにコピーされ
ます。
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5 モーフ機能

モーフィング
モーフ（モーフィング）機能は、モジュレーション・ホイール/コントロール・ペ
ダル、ベロシティの２つのソースを使用して音色パラメーターをリアルタイ
ムにコントロールできるクリエイティブな機能です。

コントロールできるパラメーターは、連続的に変化するパラメーター（ノ
ブ）で、全部で２５個あります。

これらのパラメーターを１つでも複数でも同時にリアルタイムにコント
ロールでき、設定も非常に簡単に行なえ、その設定はプログラム、パフォー
マンスに保存できます。

Nord.Lead.A1の工場出荷時のプログラムの多くは、モーフ機能を使用し
たものが入っています。

モーフ機能を使用しているプログラムを選択すると、モーフ・インジケー
ターが緑に点灯します。

モジュレーション・ホイールやベロシティのモーフ・ソースでコントロールで
きる変化幅は、モーフィングを設定する時のそのパラメーター（ノブ）の元
の位置から動かしたポジションまでとなります。

つまり、あるパラメーターでは非常に微妙な変化に留めておく一方で、別
のパラメーターでは大胆に変化するような設定をし、それを同時にリアル
タイムでコントロールできるのです。また、パラメーターの値が増加する方
向だけでなく、減少する方向に設定することも可能です。

モーフ機能
モーフ機能のコントローラーとなるモーフ・ソー
スを見て行きましょう。

ホイール/コントロール・ペダル
モジュレーション・ホイールまたはMIDI.CC01、
コントロール・ペダルをモーフ・ソースとして使用
できます。

•. モジュレーション・ホイールやコントロール・ペダルの最低位置が、コン
トロールするパラメーターの元の位置になります。

•. モジュレーション・ホイールやコントロール・ペダルの最高位置が、コン
トロールするパラメーターのモーフィング後の位置になります。

システム・メニューでコントロール・ペダルをNord.Lead.A1のボリュー
ム・コントローラーとして使用する設定にしている場合、モーフ・ソースは
モジュレーション・ホイールのみとなります。この時、システム・メニューで
モジュレーション・ホイールの機能をビブラートに設定している場合、MIDI.
CC11がモーフ・ソースとして使用できます。

ベロシティ
もう１つのモーフ・ソースは、Nord.Lead.A1のキーボードのベロシティと、
入力したMIDIメッセージのベロシティです。

•. キー・ベロシティの値０でコントロールするパラメーターの元の位置
になります。

•. キー・ベロシティの値１２７でコントロールするパラメーターのモー
フィング後の位置になります。

モーフ・ソースをパラメーターにアサインする
モーフ・ソース・ボタン（〔WHEEL/PEDAL〕または〔VELOCITY〕）を
押したままにします。

コントロールしたいパラメーターのノブを動かします。動かした位置
がモーフ・ソースの最大値での位置になります。
この時、そのパラメーターの左下にある緑のLEDが点灯し、モーフ機
能がアサインされたことを表示します。

モーフ・ソース・ボタンから手を離します。
これで設定は完了です。モーフ・ソースを操作すると、アサインしたパ
ラメーターが設定に従って変化します。

モーフ機能の設定後にアサインされているパラメーターの設定を変更し
ても、モーフ機能の変化幅は変更されませんが、モーフ・ソースの最低値に
対応するパラメーターの「元の位置」が変更後のパラメーターの設定にな
ります。

モーフ・パラメーター
モーフ機能でコントロールできるパラメーターは、連続的に変化するタイ
プのパラメーターで、モーフ機能対応パラメーターにはノブのそばに緑の
LEDがあります。以下はモーフ機能対応パラメーターです：

モーフ・パラメーター

Arpeggio.Rate Glide LFO.Rate/
Time LFO.Clk.Div

Mod.Env.
Attack

Mod.Env.
Decay

Mod.Env.
Release Osc.LFO.Amt

Osc.Mod.Env.
Amt Osc.Ctrl Filt.LFO.Amt Filt.Mod.Env.

Amt

Filter.Freq Filter.Res Filter.Drive Amp.Env.
Attack

Amp.Env.
Decay

Amp.Env.
Release FX.Rate/Amt* Output.Level

Arp.Clk.Div Delay.Tempo* Dly.Clk.Div* Delay.Dry/
Wet*

Reverb.Dry/
Wet*

*.FX.Rate/Amt、Delay.Tempo、Delay.Clock.Div、Delay.Dry/Wet、
Reverb.Dry/Wetの各パラメーターは、ベロシティによるモーフィングは行
えません。

 

1

2

3
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モーフ設定をエディットする
パラメーターの変化幅をエディットする：

•. モーフ・ソース・ボタンを押しながらエディットしたいパラメーターのノ
ブを回して新たなポジションにセットします。

モーフ・ソースにアサインされている全パラメーターを消去する：

•.〔SHIFT〕ボタンを押しながらモーフ・ソース・ボタンを押します。

モーフ・ソースにアサインされているパラメーターを１つだけ消去する：

２種類の方法があります：

•. モーフ・ソース・ボタンを押しながら消去したいパラメーターのノブを
元のポジションに戻します。この時、ノブのそばにある緑のLEDが消
灯します。

•. モーフ・ソース・ボタンをダブルタップし（押したままの状態と同じにな
ります）、〔SHIFT〕ボタンを押しながら消去したいパラメーターのノ
ブを回します。

モーフ機能の設定をコピー/ペーストする：

•.〔COPY〕ボタンを押しながら、コピーしたい（コピー元の）モーフ・
ソースのボタンを押します。この時ディスプレイに“CPy”と表示され
ます。次に〔SHIFT〕ボタンと〔PASTE〕ボタンを押しながらコピー先
のモーフ・ソース・ボタンを押すと、ディスプレイに“Pst”と表示されコ
ピー/ペーストが完了します。

モーフ・ボタンのラッチ機能
モーフ・ソース・ボタンにはラッチ機能があります。これは、モーフ・ソース・ボ
タンを押したままの状態にしておき、片手をふさぐことなくパラメーターの
アサイン設定を行える機能です。このため、アサインされているパラメー
ターの確認や、複数パラメーターのアサインが素早く行え、非常に便利で
す。手順は次の通りです：

モーフ・ソース・ボタン（〔WHEEL/PEDAL〕または〔VELOCITY〕）を
ダブルタップします。
この時、モーフ・ソース・ボタンのLEDが点滅し、そのソースにアサイン
されているパラメーターが既にある場合は、そのノブのそばの緑の
LEDが点灯します。

アサインするパラメーターのノブを回します。

ダブルタップしたモーフ・ソース・ボタンをもう一度押し、ラッチ状態を
解除します。

1

2

3
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6 ミューテーター、ランダマイズ、ライク

ミューテーター
Nord.Lead.A1のミューテーター機能は、元の音色
（プログラム、パフォーマンス）のバリエーション音
色、あるいは元の音色からかけ離れた音色を瞬時に作
り出せる便利で使い勝手の良い、クリエイティブな機
能です。

ミューテーションを実行する
〔SHIFT〕ボタンを押しながら〔MUTATE.SOUND〕ボタン（FXセク
ションの〔ON〕ボタン）を押します。

ミューテーター機能は、確率的に元の音色を変化させる（あるいはどの程
度変化させないか、も含みます）機能です。その時にフォーカスされている
スロットをミューテーションのリファレンス、あるいは出発点とします。手動
で音色パラメーターを一切変更せずにミューテーションを複数回実行した
場合、実行するたびに同じ元の音色を出発点としてミューテーションを行
います。ミューテーション後の音色は手動でエディットできますし、エディッ
ト後にそれを出発点として新たなミューテーションを実行することも可能
です。

マルチ・フォーカス機能がオンになっている場合、オンになっている全スロッ
トに対してミューテーションを実行します。

アウトプット・レベル、アルペジエイター、リバーブの全パラメーター、モノ/
レガートの各パラメーターは、ミューテーター機能の対象外となります。

1

 

ランダマイズ
ランダマイズ機能は、元の音色などを一切考慮せずに音
色パラメーターをランダムに設定する機能です。コード
やメロディなど、いわゆる「音楽的な」演奏に使えるような
音色になるとは限らず、ランダマイズ実行後にエディット
が必要になることも少なからずあるかも知れません。

システム・メニューにはミューテーター・プロテクト機能が
あり、これをオンにしておき、ミューテーションやランダマ
イズ実行時に〔MUTATE.SOUND〕、〔RANDOMIZE.SOUND〕ボタンを
２度押すと、実行しても良いかどうかを確認することができます。

 

ライク
〔SHIFT〕ボタンを押しながら〔LIKE〕ボタン（リ
バーブ・セクションの〔ON〕ボタン）を押します。

〔LIKE〕ボタンを押すと、その時選択していたプログラ
ムやパフォーマンスがライク・メモリーにセーブされま
す。このライク・メモリーは例えば音作りをしている間に
気に入った音色を（一時的に）セーブしておくといった使い方ができます。
パフォーマンス、プログラムの各モードでライク・メモリーがあり、各モード
とも５０個ずつセーブできます。５１個目のライクをセーブすると、１個目の
ライクを消去してそこに５１個目をセーブします。なお、ライク・メモリーは
本機の電源をオフにするとすべて消去されますのでご注意ください。

プログラム・モードのライク機能
プログラム・モードでライク機能を実行すると、その時選択していたプログ
ラムでオンになっているスロットの音色データをプログラム・モード用ライ
ク・メモリーにセーブします。

マルチ・フォーカス機能がオンになっている時にライク機能を実行すると、マ
ルチ・フォーカスがオフになり、それ以前にオンになっていたスロット（A〜D
のいずれか１つ）の音色データがライク・メモリーにセーブされます。その他
のスロットの音色は、マルチ・フォーカス機能でエディットした後の状態のまま
になります。

パフォーマンス・モードのライク機能
パフォーマンス・モードでライク機能を実行すると、その時選択していたパ
フォーマンスがそのままパフォーマンス・モード用ライク・メモリーにセーブ
されます。

ライク・メモリーにセーブされているプログラムやパフォーマンスと同一のプ
ログラムやパフォーマンスは、ライク機能を実行してもセーブされません。

ライク・メモリーから本メモリーに保存する
本メモリー（プログラム、パフォーマンス用の通常
のメモリー）に保存したいライク・メモリー音色を
選択し、〔SHIFT〕ボタンを押しながら〔STORE〕
ボタンを押します。

プログラム・ダイアルを回して保存したい番号を
選択し、〔SHIFT〕ボタンを押しながら〔STORE〕
ボタンを押すと保存が完了します。

ライク機能を実行すると、ライク・メモリー・ブラウザが使用可能になり、ラ
イク音色には、ディスプレイの最初の桁に“L”が表示され、プログラム・ダイ
アルを回して選択できます。本メモリーに保存したい音色がある場合は上
記手順で保存します。ブラウザから抜けるには〔EXIT〕ボタンを押します。

1

 

 

1

2
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7 パネル・リファレンス

マスター・レベル
〔MASTER.LEVEL〕ノブは、Nord.Lead.A1のオー
ディオ・アウト、ヘッドフォン・アウトのボリュームを調整す
る時に使用します。このノブの設定は、プログラムやパ
フォーマンスには保存されず、常にノブの向きと音量が
一致しています。

プログラムごとの音量を設定し、保存したい場合は、パネルの右上部分にあ
りますアウトプット・セクションの〔LEVEL〕ノブで行います。

MIDI LED
MIDIメッセージを受信すると、MIDI.LEDが瞬間的に点灯します。

点灯時間が短い場合、そのMIDIメッセージは受信したものの、本機では
使用しないメッセージです。点灯時間が比較的長い場合、そのメッセージ
は本機を実際にコントロールするメッセージです。このようなメッセージに
は、本機で設定したMIDIチャンネルと同チャンネルのメッセージ、本機のパ
ラメーターに対応したCC（コントロール・チェンジ）メッセージなどが含まれ
ます。

 

モーフ
モーフ機能は、キー・ベロシティやモジュレーション・ホ
イール、コントロール・ペダルで音色パラメーター（複
数選択可能）をリアルタイムにコントロールできる機
能です。モーフ・ソース・ボタン（〔WHEEL/PEDAL〕
または〔VELOCITY〕のいずれか）を押しながらコン
トロールしたいパラメーター・ノブを回して設定します。

モーフ機能の詳細につきましては、１３ページをご参照ください。

プログラム/バリュー・ダイアル
〔PROGRAM/VALUE〕ダイアルを回し
てプログラムやパフォーマンスを選択しま
す。また、各種メニューに入っている場合
は、このダイアルでメニューの機能やその
設定を選択します。

このダイアルはロータリー・エンコーダーですので何回転でも回りますが、
パラメーターの範囲は上限、下限が決まっています。パラメーターの値が
上限や下限に達した状態でこのダイアルを回しても、何も変化しません。

このダイアルにはアクセラレーター機能があります。ダイアルを素早く回す
と数値が大きく増減します。

LEDディスプレイ
LEDディスプレイには選択したプログラムやパフォーマンスの番号が表示
される他、メニューの機能、そのセッティング、実行タイプの機能では実行
直前の確認、パラメーターの値が表示されます。

 

〔PERF MODE/EXECUTE〕ボタン
〔PERF.MODE〕ボタンを押すと、プログラム・モードとパ
フォーマンス・モードが交互に切り替わります。プログラム・
モードではLEDディスプレイにプログラム番号が「1.1」〜
「8.50」の範囲で表示されます。また、スロットLEDが赤
く点灯します。
プログラム・モードは一般的にスロットを１つだけ使用して演奏するモード
です。

パフォーマンス・モードでは最大４つのスロット（４つのプログラム）を使用
でき、スプリットやレイヤーなどの設定や、Nord.Lead.A1のキーボードで
演奏したり、MIDIメッセージで演奏させたりするのに便利なモードです。こ
のモードではLEDディスプレイにパフォーマンス番号が“A”、“b”、“C”、“d”
で始まる番号（１〜５０）で表示され、スロットLEDは緑に点灯します。

スロット・ボタンを押しながらプログラム・ダイアルを回すと、そのスロットに
別のプログラムをロードさせることができます。

実行タイプの機能について：保存、ミューテーター、イニシャライズ（初期
化）、ランダマイズ、MIDI関連（メニュー）の機能を使用する場合は、実行前
にLEDディスプレイが点滅して実行しても良いかどうかを確認できます。
この状態で〔PERF.MODE/EXECUTE〕ボタンを押すと、その機能が実
行されます。

〔STORE〕ボタン
プログラムやパフォーマンスを本機のメモリーに保存する際にこのボタン
を使用します。保存の手順につきましては、９ページをご参照ください。

 

〔COPY/MONITOR〕ボタン
〔COPY/MONITOR〕ボタンは、設定などをコピーしたり、個々
のパラメーター設定をモニターする際に使用します。〔COPY〕
ボタンを押しながらモーフ・ソース・ボタンまたはスロット・ボタン
を押すとモーフ機能やスロットの設定をコピーできます。

コピー機能が使用できるのはモーフ機能、スロットに入っている
プログラムのデータです。一度コピーをすると、本機のクリップボードにそ
のデータがある限り、何度でもペーストできます。本機の電源をオフにした
り、新たにコピー操作をすると、それまでクリップボードにあったデータは
消去されます。プログラム・モードでオンになっているスロットはパフォーマ
ンスにコピーでき、同様にパフォーマンスもプログラムにコピーできます。
詳細は１２ページをご参照ください。

モーフ・ソースやスロットをコピーすると、LEDディスプレイに“CPy”（この
後ろに数字や文字が続く場合があります）と表示されます。また、パラメー
ターの設定ををコピーした場合、そのパラメーターの値がディスプレイに
表示されます。

〔PASTE〕ボタン
〔SHIFT〕ボタンを押しながら〔PASTE〕ボタンを押して、コピーしたデー
タをペーストします。この時ディスプレイには“PSt”または“PS”（あるいは
コピーしたパラメーターの値）が表示されます。

〔MONITOR〕ボタン
〔COPY/MONITOR〕ボタンを押しながら音色パラメーターのノブを回す
と、そのパラメーターの値がディスプレイに表示されます。
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スロットA - D
Nord.Lead.A1にはA〜Dの４
つのスロットがあり、各スロットに
はプログラムが１つロードされま
す。プログラム・モードでは１つ、パフォーマンス・モードでは４つのスロット
を使用できます。

スロットLEDはプログラム・モードでは赤、パフォーマンス・モードでは緑に、メ
ニューに入っている場合は黄色に点灯します。

スロット・ボタンを押してスロットを切り替えることで別のプログラムに切り
替えることもできます。

オンになっているスロットを切り替えるには、スロット・ボタンを押すだけで
切り替わります。複数のスロットをオンにするには、オンになっているスロッ
ト・ボタンを押しながら、別のオンにしたいスロット・ボタンを押します。ま
た、複数のスロット・ボタンを同時に押すことでそれらをオンにすることもで
きます。

スロットをオフにする
オンになっているスロット・ボタンを押しながら、別のオンになっているス
ロット・ボタンを押すと、後から押したスロットがオフになります。

パネル・フォーカス
スロットLEDが点滅しているスロットは、パネル上でエディットができるス
ロットであることを示しています。これをパネル・フォーカスを呼びます。パ
ネル・フォーカスは、別のオンになっているスロット・ボタンを押すと切り替
わります。

マルチ・フォーカス
マルチ・フォーカス機能は、パ
フォーマンスやスロットを複数使
用している状態で、オンになって
いる全スロットのエディットを同
時に行える機能です。〔SHIFT〕＋
〔MULTI.FOCUS〕のボタン操
作で、オンになっている全スロッ
トのLEDが点滅します。この状態で音色パラメーターをエディットすると、
全スロットでそのパラメーターの設定が変更されます。マルチ・フォーカス
のオン/オフ設定は、パフォーマンスに保存されます。

スロットのソロ機能
オンになっているスロット・ボタンをダブルタップすると、そのスロットのみ
の音をチェックできます。この時、他のスロット・ボタンを押すとソロ機能が
解除されます。

MIDI入力
スロットのMIDIチャンネルをMIDIメニューで設定している場合、そのMIDI
チャンネルのMIDIメッセージを受信させることにより、そのスロットを
MIDI経由でコントロールできます。これは、そのスロットがオフの状態でも
行えます。これを利用して、あるスロットは本機のキーボードで演奏し、別
のスロットはMIDIでコントロールするといったことも可能です。詳しくは、
３１ページのMIDIチャプターをご参照ください。

System - MIDI - Soundメニュー
〔SHIFT〕ボタンを押しながら〔SYSTEM〕、〔MIDI〕、〔SOUND〕ボタン
を押すとそれぞれのメニューに入り、様々な機能設定が行えます。各メ
ニューの詳細につきましては、２９ページをご参照ください。

マスター・クロック
〔SHIFT〕＋〔SLOT.D〕でマスター・クロックのテンポがディスプレイに表示
されます。この状態でプログラム・ダイアルを回すとテンポが変わります。
または、〔MST.CLK〕ボタンを数回タップすることでテンポが変わります
（タップ・テンポ）。テンポは、３０〜３００BPMの範囲で設定できます。

タップ・テンポでテンポを変更する場合、なるべく均等な間隔でタップし、最
低４回タップすることをお勧めします。最初のタップでその時のテンポが
ディスプレイに表示され、それ以降の３回は４分音符のタイミングでタップ
するごとにドットが桁ごとに移動しながら表示されます。

オクターブ・シフト
その時使用している音色のピッチをオクターブ単位
でトランスポーズする機能で、上下２オクターブの範
囲で設定できます。

５個のLEDのうち、センターのLEDが点灯している
状態は、オクターブ・シフトを使用していない状態です。このパラメーター
は、プログラムの一部として保存されます。

• センターLEDより右側のLEDが点灯している場合、ピッチがオクター
ブ単位で高い設定になります。

• センターLEDより左側のLEDが点灯している場合、ピッチがオクター
ブ単位で低い設定になります。

Nord.Lead.A1のキーボードから出力されるMIDIメッセージ（ノート・メッ
セージ）はトランスポーズしません。

グローバル・オクターブ・シフト
グローバル・オクターブ・シフト機能は、本機全体のピッチをオクターブ単位
でトランスポーズする機能です。この機能を使用している時、LEDの表示
はオクターブ・シフト機能とは逆のパターンになります。
グローバル・オクターブ・シフト機能の設定は、パフォーマンスの一部として
保存されます。

MIDIアウトから出力されるMIDIノート・メッセージも、この機能の設定に従っ
てトランスポーズされます。

スプリット
スプリット機能を使用するとキーボードを２分割し、スロット
A、Bは低音域、スロットC、Dは高音域に割り当てられます。

スプリット・ポイントを設定する
〔SHIFT〕、〔SPLIT〕ボタンを押しながらキーボードのキーを押すと、そこ
がスプリット・ポイントになります。この時、押したキーのノート・ナンバーが
ディスプレイに表示され、その位置が高音域の最低音になります。スプリッ
ト機能の各種設定は、パフォーマンスの一部として保存されます。

ホールド
〔HOLD〕ボタンは、〔HOLD.ENABLE〕ボタンと併用して
演奏した音色を鍵盤から手を離してもそのまま出し続けら
れる機能です。ドローン・サウンドやアルペジエイターの使
用時に効果的です。ホールド機能のパラメーターは、パフォーマンスの一
部として保存されます。

〔HOLD ENABLE〕ボタン
プログラムでホールド機能を使用するには、〔HOLD.ENABLE〕をオンに
する必要があります。このことを利用し、パフォーマンスでホールド・イネー
ブルがオンになっているプログラム（スロット）のみホールド機能を使用す
ることも可能です。この機能は、プログラムの一部として保存されます。

〔SHIFT/EXIT〕ボタン
〔SHIFT〕ボタンを押しながら他のボタンやノブを操作する
と別の機能として使用できます。その機能名はボタンやノブの下にプリン
トされています。

ピッチ・スティック
ピッチ・ベンドがかかります。「Bend.Range」パラメー
ターで可変幅を設定します。詳しくは１８ページをご参照ください。
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モジュレーション・ホイール
モジュレーション・ホイールを使用すると、ビブラート・ボイス・モードの設定
が「WHEEL」になっている場合はビブラートがかかり、モーフ機能を使用
している場合は音色パラメーターがリアルタイムに変化します。ホイール
からはMIDI.CC01を送信します。

アルペジエイター
アルペジオ（分散和音）演奏をする
際にアルペジエイターを使用しま
す。キーボードで弾いた単音やコー
ドがアルペジオになります。

〔RUN〕ボタン
アルペジエイターのスタート/ストップをこのボタンで操作します。

〔RATE〕ノブ
このノブでアルペジオのテンポを８分音符単位で調整します。調整範囲は
１６ＢＰＭ〜“F5”（超高速）です。

アルペジオ・マスター・クロック
〔SHIFT〕ボタンを押しながら〔RATE〕ノブを回すと、アルペジオのテンポ
がマスター・クロックに同期します。この時、〔RATE〕ノブでマスター・クロッ
クに対する音符単位でのスピード調整（クロック分割）が可能になります。

アルペジエイターのクロック分割
音符 内容
２、４、８、１６、３２ ２分音符〜３２分音符
2t、4t、8t、16t ２分音符三連〜１６分音符三連

〔RANGE〕ボタン
アルペジオ演奏をする音域を１〜４オクターブの範囲で設定できます。

ディレクション・ボタン
アルペジオ・パターンを次の４種類から選択できます：アップ（LED消灯）、
ダウン（DN）、アップ/ダウン（U/D）、ランダム（RND）

〔PANIC〕ボタン
演奏中に音が止まらなくなってしまった場合、〔SHIFT〕ボタンを押しな
がら〔PANIC〕ボタンを押すと、内部的にオール・ノート・オフを実行し、こ
の時入力していたMIDI.CCメッセージをリセットします。

ボイス・モード
ユニゾン
ユニゾン機能は、デチューン（ピッチを微妙にズラし
た）ボイスを重ねて分厚いサウンドにするもので、
往年のアナログ・ポリシンセに搭載されていたもの
と同じ機能です。また、重ねたボイスの定位が左右
に広がり、ステレオ感のあるサウンドになります。タ
イプは次の３種類です：

•. UNISON.1：わずかにデチューンされ、定位の広がった２ボイス

•. UNISON.2：わずかにデチューンされ、定位の広がった４ボイス

•. UNISON.3：大幅にデチューンされ、定位も大きく広がった４ボイス

モノ
モノを選択すると、そのスロットはモノフォニック、つまり単音モードになり
ます。エンベロープは打鍵するごとにリトリガーします。

レガート
レガートはもう１つの単音モードで、この場合はレガート奏法をするとエン
ベロープがリトリガーせず、音程のみが変化します。

前の音が完全に切れる前に次の音を弾くことを、レガート奏法と呼びます。

〔GLIDE〕ノブ
グライドは、前に弾いたピッチから次に弾いたピッチへなめらかにつなぐ機
能で、ポルタメントとも呼ばれます。ボイス・モードがモノまたはレガートの
時に使用できます。ノブが「０」の位置ではグライドがかかりません。

ボイス・モードがレガートの場合、レガート奏法をした時にのみグライドがかか
ります。

〔MULTI FOCUS〕ボタン
マルチ・フォーカス機能は、オンになっている全スロットを同時にエディッ
トできる機能です。この機能をオンにすると、その時オンになっている全
スロットのLEDが点滅し、音色パラメーターを調整すると点滅している
全スロットでそのパラメーターの設定が変化します。この機能のオン/オ
フ設定は、パフォーマンスの一部として保存されます。スロット・ボタンを
押すとこの機能が解除されます。

〔BEND RANGE〕ボタン
ベンド・レンジの設定はプログラムごとに保存でき、±４８半音（４オク
ターブ）の範囲で設定できます。また、アップ方向とダウン方向で異なる
ベンド・レンジにできる設定も２種類あります。〔SHIFT〕ボタンを押しな
がら〔BEND.RANGE〕ボタンを繰り返し押すと設定が切り替わります。
最初に〔BEND.RANGE〕ボタンを押した時に、その時の設定値がディ
スプレイに表示され、それ以降このボタンを押すごとに切り替わった設
定が表示されます。

〔BEND.RANGE〕ボタンを押しながらプログラム・ダイアルを回して設定を
変更することもできます。

ベンド・レンジ 内容
Off ピッチ・ベンドがオフになります。

１〜１２、２４、４８ 上下方向同量のベンド設定です。

-12、-24 上方向は２半音、下方向のみ１オクターブまたは２オク
ターブのベンド・レンジになります。

 

 

 

ビブラート
「DLY1」、「DLY2」はディレイ・ビブラートで、それぞれ
弾いてから0.5秒、１秒後にビブラートがかかります。ビ
ブラートの周期、深さはサウンド・メニューで設定します。

「WHEEL」を選択すると、ビブラートの深さをモジュ
レーション・ホイール、またはMIDI.CC01を受信することでコントロールで
きます。

〔INIT SOUND〕ボタン
〔INIT.SOUND〕ボタンは、その時選択していた音色の全パラメーター
の設定を初期化し、最初から音作りをしたい場合に使用する機能です。

〔SHIFT〕ボタンを押しながら〔INIT.SOUND〕ボタンを押すとイニシャ
ライズ・モードになり、初期化しても良い場合は〔EXECUTE〕ボタンまた
は〔INIT.SOUND〕ボタンをもう一度押すと初期化を実行します。
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LFO/ENV
LFOはロー・フリケンシー・オシレーター（低周波発振器）
の略で、オシレーターやフィルターに周期的なモジュ
レーションをかける際に使用します。Nord.Lead.A1
のLFOにはエンベロープ・モードもあります。モジュレー
ションの深さはオシレーター、フィルター・セクションにあ
る〔LFO.AMT〕ノブで調整できます。また、LFOはマス
ター・クロックに動機させることも可能です。

Nord.Lead.A1のLFOはモノフォニックです。

〔RATE/TIME〕ノブ
LFOの周期を調整します。

レンジ：0.03〜523Hz

LFOマスター・クロック（MST CLK）
〔SHIFT〕ボタンを押しながら〔RATE/TIME〕ノブを回すとLFOがマス
ター・クロックと同期します。この時、〔RATE/TIME〕ノブではLFO周期を
音符単位で設定できます（クロック分割）。

音符 内容
4b、2b、１、２、４、８、
１６、３２、６４ ４小節〜６４分音符

4bt、2bt、1t、2t、4t、
8t、16t、32t ４小節〜３２分音符の三連符

LFOウェーブフォーム・セレクター
波形 内容

矩形波
スイッチ的な変化のモジュレーション、例えばトリルや激しいトレモロ
などに使用します。
ノコギリ波
トップから下降していくタイプのモジュレーションに使用します。
反転ノコギリ波
ノコギリ波の反転タイプです。
三角波
ナチュラルなビブラートに最適な波形です。パルス・ウィズス・モジュ
レーションにも最適です。

S/H スムーズ・ランダム
スムーズなランダム・モジュレーションです。

エンベロープ
本機のLFOは周期的に繰り返す動作のほかに、打鍵ごとに動作するエン
ベロープ・モードもあります。〔SHIFT〕ボタンを押しながらLFOウェーブ
フォーム・セレクター・ボタンを押すとエンベロープ・モードになります。この
時、〔TIME〕ノブで調整できる内容は波形によって変化します。

LFOがエンベロープ・モードの場合は、ポリフォニックで動作します。

波形 内容
ゲート・タイプのエンベロープです。〔TIME〕ノブでゲート・タイムを調整
します。
減衰タイプのエンベロープです。〔TIME〕ノブでディケイ・タイムを調整
します。
アタック・タイプのエンベロープです。〔TIME〕ノブでアタック・タイムを
調整します。
アタック/ディケイ・エンベロープです。〔TIME〕ノブでエンベロープ全
体の長さを調整します。

S/H 打鍵ごとにランダムに変化します。〔RATE/TIME〕ノブで次のステップ
へ変化する時のラグ・タイムを調整します。

LFOモジュレーションの極性
LFOによるモジュレーションは基本的にユニポーラですが、例外的に三角
波、S/Hでオシレーターのピッチ、パルス・ウィズス・モジュレーションを行う
場合はバイポーラ（プラス、マイナス両方向に動く）動作になります。

モジュレーション・エンベロープ
Nord.Lead.A1のオシレーターやフィルターのモジュ
レーションに使用できるモジュレーション・エンベロープ
は、ポリフォニックで動作し、ADR（アタック、ディケイ、
リリース）またはASR（アタック、サスティン、リリース）
動作の２モードで使用できます。

〔ATTACK〕ノブ
〔ATTACK〕ノブで、モジュレーション・エンベロープのレベルがゼロから最
大に達するまでの時間を調整します。アタックは、鍵盤を弾いた瞬間からス
タートする、エンベロープの最初の段階です。

レンジ：0.45ms（ミリ秒）〜45s（秒）

〔DECAY〕ノブ
アタックの段階が
終了すると、次に続
くのがディケイで
す。本機のモジュ
レーション・エンベ
ロープでは、アタッ
クで最大に達した
レベルが再びゼ
ロに向かって降下
していく時間にな
ります。この時間を
〔DECAY〕ノブで調整します。このノブが時計回りいっぱいの状態では、
減衰せずに一定のレベルを保ちます（サスティン）。

レンジ：3.0ms〜45s、サスティン

〔RELEASE〕ノブ
リリースの段階は、鍵盤から手が離れた時点からスタートします。その時点
からレベルがゼロになるまでの時間を調整するのが〔RELEASE〕ノブで
す。また、リリースの段階はエンベロープがどの段階にあっても、下図のよ
うに、鍵盤から手が離れた時点でリリースの段階に移行します。

レンジ：3.0ms〜45s
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反転エンベロープ
〔SHIFT〕ボタンを押
しながら〔DECAY〕
ノブを回すと、エン
ベロープの極性が右
図のように反転しま
す。

エンベロー
プ・ベロシティ
〔SHIFT〕ボタンを押
しながら〔RELEASE〕ノブを回すことにより、モジュレーション・エンベロー
プの出力レベルをベロシティでコントロールできるようになります。

オシレーター
オシレーターは、シンセサイザー・サ
ウンドの源流とも言うべきセクション
です。様々な倍音構成の原型波がオ
シレーターで生成され、ここから生
成される波形を様々な方法で加工し
たり、モジュレーションをかけて１つ
のサウンドに仕上がります。

Nord.Lead.A1では新開発のウェー
ブ・エンジン、また独自のオシレー
ター・コンフィギュレーション・ショー
トカットを採用しました。アナログか
らデジタルまで豊富な波形からチョ
イスできる１オシレーター・モデルか
ら始まるオシレーター・コンフィギュ
レーション・ショートカットには、ピッチ、デチューン、シェイプ、シンク、FM、
AM、デュアル・オシレーター、ノイズといったモデルがあり、さらにオシレー
ター・コントロール・ノブで様々な調整を行えます。

基本アナログ波形
シェイプ・モード

Shape=0 Shape=5 Shape=10

パルス波

ノコギリ波

三角波

サイン波

拡張アナログ波形
シェイプ・モード

Shape=0 Shape=5 Shape=10

A1

A2

a3

a4

a5

a6

a7

A6：エクスポネンシャル・ノコギリ波、A7：エクスポネンシャル矩形波。

フィクスト・パルス波形
ピッチが変化してもパルス幅が変化しない、パルス幅固定の波形です。

シェイプ・モード
Shape=0 Shape=5 Shape=10

p1

p2

p3

ドローバー・オルガン波形
01 808000000 “セカンド”

02 880000000 “サード”

03 888000000 “ジミー・スミス”

04 888800000 “ブルーズ”

05 888800008 “ゴスペル”

06 808808008 “チャーチ”

07 800008888 “スクワブル”

08 888888888 “フル・オルガン”

09 888888888 +++++ “フル・オルガン・プラス”

ベル＆エレピ波形
b1 金属のバーが振動している時の非整数次倍音を含んだ波形

b2 ｂ１の整数次倍音バージョン

b3 バーの一方の端を固定した状態で振動させた時の倍音を含んだ波形

b4 メタリックなマリンバ

b5 チューブラ・ベルの非整数次倍音を強調した波形
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デジタル波形
d1 ノコギリ波の倍音構成で位相がランダムな波形

d2 矩形波の倍音構成で位相がランダムな波形

d3 偶数次倍音のみで構成された波形

d4 ３倍音の系列のみで構成された波形

d5 ４倍音の系列のみで構成された波形

d6 ５倍音の系列のみで構成された波形

d7 Tripplets

d8 Ice

エレクトリック波形
E1 エレクトリック・ピアノ１

E2 エレクトリック・ピアノ２

E3 クラビネット１

E4 クラビネット２

フォルマント波形
F1 ボイス“AAA”

F2 ボイス“EEE”

F3 ボイス“OOO”

F4 ボイス“YYY”

F5 ボイス“AO”

F6 ボイス“AE”

F7 ボイス“OE”

オシレーター・コンフィギュレーション
オシレーター・コンフィギュレーションは、Nord.Lead.A1のオシレーター
構成を切り替えることができる機能で、それにより様々なタイプのオシ
レーターを使用できます。各コンフィギュレーションのパラメーターをコン
トロールすることにより、オシレーターの音色を大きく変化させる事が可
能です。非常にシンプルでベーシックな１オシレーターから２オシレーター
を使用したウェーブシェイピングやFMアルゴリズムなど複雑な構成まで、
全８タイプのオシレーター・コンフィギュレーションから選択できます。

１オシレーター・コンフィギュレーション
Pitch（ピッチ）

Pitchは１オシレーター構成で、モジュレーション・
エンベロープ、LFO、あるいはモーフ機能でオシ
レーターのピッチを変化させることができます。
１オシレーター・タイプはクリーンなベース音色や
シャープな感じのソロ音色に適しています。

Shape（シェイプ）

Shapeでは〔OSC.CTRL〕ノブを回すと強力な
ウェーブシェイピングがかかります。
基本アナログ（矩形波、ノコギリ波、三角波、サイン
波）、拡張アナログ（Extended.Analog）、フィクス
ト・パルス（Fixed.Pulse）の各波形を使用している場合、
〔OSC.CTRL〕ノブでトラディショナル手法によりウェー
ブシェイピング、その他の波形では波形に応じて異なる
シェイピング手法で音色が変化します。

Sync（シンク）

Syncでは、“裏”オシレーター（図の「Sync.Osc」）
を使用して1970年代以降のシンセ・サウンドでよ
く見られたハード・シンクを再現した構成です。オシ
レーター・シンクにより強烈なピークが立
ち、刻々と変化していく倍音構成が特徴的
です。

Noise（ノイズ）

Noiseでは、１オシレーターとホワイトノイズを使
用できます。〔OSC.CTRL〕ノブでオシレーターの
音とホワイトノイズのミックス・バランスを調整でき
ます。

２オシレーター・コンフィギュレーション
Detune（デチューン）

Detuneはオシレーターを２つ使用した構成で、オ
シレーター２のピッチを微妙にズラしたり、半音単
位のインターバルにすることができます。基本アナ
ログ、拡張アナログ、フィクスト・パルスの各
波形を選択した場合、２つのオシレーター
は同じ波形を使用します。その他の波形を
選択した場合、オシレーター１はサイン波
になります。〔OSC.CTRL〕ノブでオシレー
ター２のピッチを微妙なデチューンから最
大６０半音（５オクターブ）の範囲で調整で
きます。
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サイン波、三角波、ノコギリ波、矩形波ミックス

このミックス・コンフィギュレー
ションでは、オシレーター２の波
形とピッチ・インターバルを選択
できます。
オシレーター・コンフィギュレー
ションのディスプレイ上にオシ
レーター２の波形とインターバルが表示されます。先頭の２文字が波形、
数字がオシレーター１のピッチに対するインターバルをそれぞれ表しま
す。以下の表はその一例です：

sa.-1 １オクターブ下

sa.1 同ピッチ

sa.2 １オクターブ上

sa.3 ３度上

sa.4 ２オクターブ上

sa.5 ５度上

sa.6 ６度上

sa.7 ７度上

sa.8 ３オクターブ上

オシレーター１の波形はウェーブフォーム・ダイアルで選択できます。

モジュレーション・コンフィギュレーション
FM（周波数変調）

FMコンフィギュレーションは２オペレーター・タイ
プのFM音源で、オシレーター１がキャリア、オシ
レーター２がモジュレーターになり、オシレーター２
のピッチでオシレーター１のピッチを
変調します。〔OSC.CTRL〕ノブでオ
シレーター２のピッチを、-12（１オク
ターブ下）から+48（４オクターブ上）
の範囲で半音単位で調整できます。

FMシンセシスはシンプルな波形を素
材に非常に複雑な倍音構成の波形を
作り出せるパワフルな手法です。ま
た、FMシンセシスはオペレーター同
士の周波数比によって音程感のハッキリとした整数次倍音だけでなくノイ
ズに近い非整数次倍音を作り出すことも可能です。FMシンセの代表格と
言えばやはり1980年代中期に一世を風靡したDX7でしょう。

AM（振幅変調）

AMコンフィギュレーションではオシレーター２（サ
イン波）のピッチでオシレーター１の振幅（音量）を
変調します。〔OSC.CTRL〕ノブでオシレーター２
のピッチを調整できます。

 

アンプ・エンベロープ
Nord.Lead.A1のアンプ・エンベロープはADR（アタッ
ク、ディケイ、リリース）/ASR（アタック、サスティン、リ
リース）の３ステージ・タイプで、音量の時間的な変化を
コントロールします。エンベロープでアンプをモジュレー
ションすることにより、音の鳴り始めから鳴り終わりまで
の時間的変化を作りせます。この音量の時間的な変化は
音色にとって非常に重要な要素の１つで、エンベロープ
の設定により短く詰まった音や、長く伸びた音など、様々
な音をデザインできます。

〔ATTACK〕ノブ
アタックは、鍵盤を弾いた瞬間（またはMIDIノート・メッセージを受信した
瞬間）からエンベロープのレベルが最大になるまでの時間を設定するパラ
メーターです。

レンジ：0.5ms〜45s

〔DECAY〕ノブ
ディケイは、アタッ
クの段階で最大
に達したレベルが
ゼロに向かって下
がるまでの時間を
設定するパラメー
ターです。このノ
ブが時計回りいっ
ぱいの状態では、
レベルが下がらず
鍵盤を押し続けている間は最大レベルをそのままキープします。

レンジ：0.5ms〜45s、サスティン

〔RELEASE〕ノブ
リリースは、鍵盤から手を離した瞬間からエンベロープのレベルがゼロに
なるまでの時間を設定するパラメーターです。エンベロープがどのアタッ
クの途中など、どの段階にあっても鍵盤から手が離れることで瞬時にリ
リースの段階に移行します。

レンジ：3.0ms〜45s

〔ENV VEL〕ノブ
〔SHIFT〕ボタンを押しながら〔RELEASE〕ノブを回すと、アンプ・エンベ
ロープに対するタッチセンス（ベロシティ）量を調整できます。これにより、
鍵盤を弾くタッチの強弱で本機の音量をコントロールできます。
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フィルター
フィルターは音色作りに欠かせない非常
に重要なパートの１つです。オシレーター
で作り出した豊富な倍音を含んだ音を加
工するのがフィルターの役割で、フィル
ター・フリケンシーを様々な機能でモジュ
レーションすることで、音色の時間的な変
化を作り出すことができます。Nord.Lead.
A1のフィルターはトラディショナルな２タ
イプのローパス、バンドパス、ハイパスの４
タイプに加え、ローパスM、ローパスTBと
いうビンテージ・シンセ２機種に搭載され
ていたフィルターを再現したモデルも内蔵
しています。

２つのビンテージ・フィルターはその特性を再現しただけでなく、レゾナンス
やオリジナルの回路内部で発生していた歪み、エンベロープによる変化の仕
方も忠実に再現しています。

これらの６タイプのフィルターは、すべて同じパラメーター構成になってい
ます。〔FREQ〕ノブでカットオフ・フリケンシー、〔RESONANCE〕ノブでレ
ゾナンスをそれぞれコントロールできます。〔DRIVE〕ノブはフィルター回
路内部で発生する歪みの深さを調整でき、〔MOD.ENV.AMT〕でモジュ
レーション・エンベロープによる変化量を、〔LFO.AMT〕ノブでLFOによる
モジュレーションの深さをそれぞれ調整します。

〔FREQ〕ノブ
〔FREQ〕ノブでフィルターのカットオフ・フリケンシー、つまりフィルターが
入力信号のどの帯域からカットし始めるか、そのポイントを調整します。

レンジ：14Hz〜35kHz

右の図はローパス・フィ
ルターのフィルター・フ
リケンシー（カットオフ・
フリケンシー）の設定を
３パターン並べて示し
たものです。右下へ下
がっていくスロープの
さらに右側の帯域（高
音域）の音はフィルターによりカットされます。

〔RESONANCE〕ノブ
レゾナンスには、フィルター・フリケンシー付近の帯域を強調させる機能が
あります。ローパス・フィルターの場合、レゾナンスを上げていくとカットオ
フ・フリケンシー付近の帯域の音が強調され、それ以外の帯域の音は逆に
弱められます。

さらにレゾナンスを上げていくと、あるポイントからオシレーターの音に共
鳴して別の音が鳴っているように聴こえ始めます。フィルターのタイプに
よってはレゾナンスを高い設定にするとフィルターが発振します。

〔LFO AMT〕ノブ
LFOによるフィルター・フリケンシーのモジュレーション量を調整します。

〔MOD ENV AMT〕ノブ
モジュレーション・エンベロープによるフィルター・フリケンシーのモジュ
レーション量を調整します。

 

〔KB TRK〕ボタン
キーボード・トラック機能
は、鍵盤上で弾いた音程に
フィルター・フリケンシーを
追随させることができる機
能です。
例えば、オシレーターの
ピッチが高い場合、音とし
ては高音域の周波数成分
が多くなります。この時、
フィルター・フリケンシーが
オシレーターが発している
音域と関係なく一定だった
場合、高音域に行けば行く
ほど音色全体が丸く柔らか
な音になってしまいます。

•. キーボード・トラックが
オフ（LED全消灯）の
場合、フィルター・フリ
ケンシーは演奏する音程に対して何も反応しません。

•. キーボード・トラックが「1/3」（「1/3」LEDのみ点灯）の場合、演奏す
る音程の変化に対して1/3の割合でフィルター・フリケンシーが追随
します。

•. キーボード・トラックを「2/3」（「2/3」LEDのみ点灯）の設定にする
と、演奏する音程の変化に対して2/3の割合でフィルター・フリケン
シーが追随します。

•. キーボード・トラックをフルの設定、つまり「1」（「1/3」、「2/3」LEDの
両方が点灯）にすると、鍵盤上で演奏する音程とフィルター・フリケン
シーが完全に対応した状態になります。

〔DRIVE〕ノブ
〔DRIVE〕ノブはフィルター内部で発生する歪みの深さ
を調整でき、穏やかな歪みから深く激しい歪まで自在に
調整できます。ドライブ機能がオンになると、ノブの左
上のLEDが点灯します。

レゾナンスを高く設定した状態でドライブ機能を使用するとどんな音になる
か、ぜひ試してみてください。

〔FILTER TYPE〕ボタン
このボタンで全６タイプのフィルターから１つを選択します。

LP12、LP24
LP（ローパス）はフィ
ルター・フリケンシー
よりも高音域の成分
をカットする特性の
フィルターです。１２、
２４はフィルター・ス
ロープで、それぞれ
24dB/oct、12dB/
octを指し、LP24の
ほうがLP12よりも高域成分のカットに優れた特性になります。

LP M
あのミニ◯◯◯に搭載されていたトランジスター・フィルターを再現したも
のです。今でも広く愛用されている革命的なフィルターは、1960年代に
ロバートAモーグ博士が設計し、特許を取得した回路です。LP.Mは４ポー
ル、つまり24dB/octのレゾナンス付きローパス・フィルターで、レゾナン
スを上げても一般的な24dB/octローパス・フィルターよりも低域が失わ
れにくい特徴があります。また、回路内部の歪み、フィルター、アンプ・エン
ベロープによる変化特性も忠実に再現しています。
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LP TB
LP.TBは、1982年に発売されたTB-303のダイオードによるラダー・フィ
ルターのエミュレーションです。この４ポール、24dB/octローパス・フィル
ターは、他では決して聴かれない特徴的なサウンドです。ファンキーでクセ
のあるキャラクターながら、他のローパス・フィルターのようにレゾナンス
をフルに上げても自己発振をしません。
また、フィルター・フリケンシーが低い状態ではレゾナンス量が大幅に下が
るのも、このフィルターの大きな特徴です。

BP
BPはバンドパスの略で
す。バンドパス・フィル
ターは、フィルター・フリ
ケンシー付近の帯域の
みを通過させ、それ以外
の帯域の音を弱める特
性があります。Nord.Lead.A1のバンドパス・フィルターは12dB/octの
特性でフィルター・フリケンシーの高域、低域成分の両方をカットします。

HP
HPはハイパスの略です。
ハイパス・フィルターは
フィルター・フリケンシー
以上の高域を通過させ、
それ以下の低域成分を弱
める特性があります。本
機のハイパス・フィルターは24dB/octの特性です。

FXセクション
Nord.Lead.A1は豊富なエフェクトを内蔵し、シンセ・
サウンドをうっすらと色づけたり、大胆に加工したりす
ることが自在に行なえます。

FLANG
フランジャーは２つの同一サウンドをミックスし、片方
のサウンドをわずかに遅らせ（一般的には20ms以下
の範囲で）、その幅をゆっくりと変化させるエフェクトで
す。また、遅らせたサウンドにはフィードバックもかかり
ます。これにより発生するコムフィルター効果により、
独特の金属的なサウンドになります。本機のフランジャーはビンテージの
MXR™フランジャーを再現したものです。

PHAS
フェイザーは入力したオーディオ信号を２つに分岐し、１つは位相を変化さ
せるフィルターに通します。この時の位相の変化量はフィルター周波数に
よって変化します。位相を変化させた信号と元の信号をミックスすること
により、位相が干渉してオーディオ信号の所々の帯域のレベルが非常に低
くなります。これがフェイザー独特のサウンドになります。Nord.Lead.A1
のフェイザーは、ビンテージのMuTron™フェイザーを再現しています。

RM
RMはリング・モジュレーションの略です。このエフェクトは、入力信号を別
の信号と掛け合わせることで音を変化させます。本機のリング・モジュレー
ションでは、フィルター/アンプからのオーディオ信号をサイン波と掛け合
わせ、〔RATE/AMT〕ノブでサイン波の周波数を調整できます。この周波
数が低い状態ではトレモロのようなエフェクトになり、高い状態では入力信
号の倍音構成とピッチ感が大きく変化します。

CHOR
コーラスは、入力信号をわずかに遅らせ、LFOでピッチ・モジュレーション
をかけた信号（１つまたは２つ）を原音にミックスするエフェクトです。基本
原理はフランジャーと同じですが、入力信号を遅らせるディレイ・タイムが
フランジャーよりも長く、それにより穏やかなサウンドになります。また、
Nord.Lead.A1のコーラスは、ステレオ・アウトです。

ENSEM
Nord.Lead.A1のアンサンブル・エフェクトは、ビンテージのEminentオル
ガンに搭載されていたものを再現しています。その非常に特徴的なサウン
ドは、入力信号を３系統に分岐し、ディレイ・ラインでそれぞれのモジュレー
ション信号が交差接続する周期でピッチ・モジュレーションをかけ、最後に３
つの信号をミックスすることで得ていました。本機のアンサンブルはステ
レオ・アウトです。

DRIVE
ドライブはチューブ・アンプをオーバードライブさせるのと同様、オーディオ
信号を歪むまで増幅するエフェクトです。これにより暖かみのあるサウンド
になる非対称のソフト・クリッピングが発生して偶数次倍音が増大し、幅広
い音色で使用できるのも特徴です。

〔MUTATE SOUND〕ボタン
フォーカスされているスロットの音色をベースにバリエーション音色を
自動的に作成するミューテーター機能を使用する際に、このボタンを押
します。詳しくは１５ページをご参照ください。

DELAYセクション
ディレイ・セクションは、ディレイ・タイムが
短いスラップバック・エコーやロング・ディレ
イなどのディレイ・エフェクトをかける際に
使用します。ディレイ・タイムをマスター・ク
ロックに同期させることができ、アルペジ
エイターやLFOと組み合わせてリズミック
なサウンドを作り出せます。
このセクションでは４段階のフィードバック
設定、〔DRY/WET〕ノブによるディレイ成
分のバランス調整、〔TEMPO〕ノブでディ
レイ・タイムの設定が行えます。ディレイ音
が左右に飛び交うピンポン・モードも内蔵
しています。
また、〔TEMPO〕ノブを回すとディレイ音
のピッチが変化するアナログ・モードも内蔵しています。

〔ＴＥＭＰＯ〕ノブ
このノブでディレイ・タイムを設定します。マスター・クロックと同期してい
る場合は、音符単位でディレイ・タイムを選択できます。

レンジ：20ms〜1500ms

音符 内容
２、４、８、１６、
３２、６４ ２分音符〜６４分音符

4d、8d、16d 付点４分音符〜付点１６分音符

2t、4t、8t、
16t、32t ２分音符三連〜３２分音符三連

4s、8s、16s ４分音符〜１６分音符のスウィング

音符単位でディレイ・タイムを設定する場合、上記のように各音符（設定値）
がグルーピングされておらず、聴感上の音の長さの順に並んでいます。その
ため、「4d」は「2t」の前にあり、「4s」は「４」の前にあり、「4t」は「４」の後に
ある、といった並びになっています。
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〔TAP TEMPO〕ボタン
〔TAP.TEMPO〕ボタンを数回タップすると、ディレイ・タイムを設定できま
す（タップ・テンポ機能）。このボタンを４回タップすることでディレイ・タイム
を設定でき、それ以降数回続けてタップすると設定がより正確になります。

〔FEEDBACK〕ボタン
ディレイ・フィードバック（ディレイ音の繰り返し量）をこのボタンで設定しま
す。設定は繰り返し１回のみ（LED全消灯）から、最大は「１」、「２」のLEDが
点灯する状態までの４段階から選択できます。

〔PING PONG〕ボタン
ディレイ音が左右を交互に飛び交うピンポン・モードを使用する際に、この
ボタンを押します（〔SHIFT〕＋〔PING.PONG〕）。

〔DRY/WET〕ノブ
ディレイ成分と原音のバランスを取ります。

〔DRY/WET〕ノブはミキサーのセンドのような信号経路になっています。そ
のため、モーフ機能でこのノブを完全なドライ（原音のみ）にしても、その時
に鳴っていたディレイ成分は途切れることはありません。

ディレイ・モード（サウンド・メニュー）
サウンド・メニューのディレイ・モードで、アナログまたはノーマルに切り替
えることができます。アナログ・モードでは、ディレイ・タイムを変更するとそ
の場でディレイ音のピッチが変化します。ノーマル・モードではディレイ音の
ピッチは変化しません。

〔ON〕ボタン
ディレイ・セクションのオン/オフ切替をします（オン時にLED点灯）。

〔RANDOMIZE SOUND〕ボタン
ランダマイズ・サウンド機能を使用する際にこのボタンを押します。この
機能は、ほとんどの音色パラメーターをランダムに変更して新しい音色
を自動的に作成する機能です。詳しくは、１５ページをご参照ください。

 

アウトプット・セクション
〔LEVEL〕ノブ
プログラムの音量を調整します。このパラメーターでの
設定はプログラムの一部として保存されます。

〔PAN〕ノブ
〔SHIFT〕ボタンを押しながら〔LEVEL〕ノブを回すと、パンニングを調整で
きます。定位がセンター以外になるとLEDが点灯します。

リバーブ・セクション
リバーブは、数種類の音響空間をシミュレートしたナ
チュラルな残響音をプラスできるエフェクトです。

〔DRY/WETノブ〕
リバーブ音と原音のバランスを取ります。

〔DRY/WET〕ノブはミキサーのセンドのような信号経
路になっています。そのため、モーフ機能でこのノブを
完全なドライ（原音のみ）にしても、その時に鳴っていた
リバーブ成分は途切れることはありません。

 

リバーブ・セレクト・ボタン
リバーブ・タイプを選択する際にこのボタンを押します。タイプは次の通り
です：

タイプ 内容

ROOM 減衰の早い、小空間のルーム・アンビエンス。

STAGE1 中規模の減衰のステージ・アンビエンス。メロウな質感。

STAGE2 中規模の減衰のステージ・アンビエンス。ブライトな質感。

HALL1 ホール空間の残響をシミュレートした長い減衰のリバーブ。メロ
ウなキャラクター。

HALL2 ホール空間の残響をシミュレートした長い減衰のリバーブ。ブラ
イトなキャラクター。

〔ON〕ボタン
リバーブ・セクションのオン/オフ切替をします。

〔LIKE〕ボタン
プログラムやパフォーマンスをライク・メモリーにセーブする際にこの
ボタンを使用します。ライク・メモリーはプログラム、パフォーマンスの
各モードで独立し、それぞれ最大５０個までセーブできます。５１個目を
セーブすると、１個目のライク・メモリーを消去してそこにセーブします。
ライク機能は、例えば音作りの途中で気に入った音色を一時的にセーブ
しておく場合などに便利です。なお、ライク・メモリーは本機の電源をオ
フにするとすべて消去されますのでご注意ください。詳しくは、１５ペー
ジをご参照ください。

〔NOTE TRIG〕ボタン
（Nord.Lead.A1Rのみ）

〔SHIFT〕ボタンを押しながらこのボタンを押すと、
Nord.Lead.A1Rを発音させることができます。
発音する音程は、このボタンを押しながらプログラ
ム・ダイアルを回して変更できます。
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8 マスター・クロック

マスター・クロック
マスター・クロックは、Nord.Lead.A1のアルペジエイター、LFO、ディレイ
を１つのテンポに同期させることができる機能です。マスター・クロックは
３０〜３００BPMの範囲でテンポ設定ができ、設定はプログラム・ダイアル
を回す、または〔SLOT.D/MST.CLK〕ボタンをタップ・テンポの要領でタッ
プすることで行えます。

マスター・クロック機能でのテンポ設定はグローバル設定ですので４つの
スロットすべてに適用されます。これによりすべてのスロットでテンポに
合ったリズミックな音作りを行えます。また、スロットごとにマスター・クロッ
クへの同期オン/オフを設定できます。

マスター・クロック機能がオンの場合、アルペジエイターやLFO、ディレイの
〔RATE〕、〔TEMPO〕の各ノブは、マスター・クロックのテンポに対して音
符単位でスピードや周期、ディレイ・タイムを設定できます（クロック分割）。
設定可能な音符は、次の通りです：

音符 内容 使用可能セクション

4b、2b、1 ４小節、２小節、１小節 LFO

2、4、8、16、
32、64

２分音符〜３２分音符
（LFO、ディレイでは６４分音符も
使用可能）

アルペジエイター、
LFO、ディレイ

4d、8d、16d 付点４分音符〜付点１６分音符 ディレイ

4bt、2bt、1t ４小節三連〜１小節三連 LFO

2t、4t、8t、
16t、32t ２分音符三連〜３２分音符三連 アルペジエイター、

LFO、ディレイ

4s、8s、16s ４分音符〜１６分音符スウィング ディレイ

各音符は上記のようにグルーピングされておらず、聴感上の音の長さの順
に並んでいます。そのため、ディレイのテンポをマスター・クロックに同期さ
せ、ディレイ・テンポ（タイム）を音符単位で設定する場合、４分音符三連が
付点８分音符と８分音符スウィングに間に並んでいます。

MIDIクロックとの同期
マスター・クロックは、本機がMIDIクロックを受信すると自動的にMIDIク
ロックに同期します。MIDIクロックと同期している状態で、〔MST.CLK〕ボ
タンを押すと、その時のテンポがディスプレイに表示されます。

MIDIクロックと同期している時に、マスター・クロックのテンポを手動で変更
しようとすると、ディスプレイに“E.Cl”（外部クロック）と表示されます。

 

アルペジエイターでマスター・クロック機能を使用する

アルペジエイターでマスター・クロック機能を使用すると、次のようなこと
ができます：

〔SHIFT〕ボタンを押しながらアルペジエイターの〔RATE〕ノブを回
します。すると、〔MST.CLK〕LEDが点灯します。

キーボードでコードなどを押さえて、〔RUN〕ボタンを押してアルペジ
オがスタートさせます。この時、〔RUN〕LEDが点灯します。

〔SHIFT〕ボタンを押しながら〔HOLD〕ボタンを押すと、キーボードか
ら手を離してもそのままアルペジオ演奏が続きます。

〔RATE〕ノブを回すと、アルペジオの音符が変わります。
音符を変更してスピードが変化する様子を聴いてみましょう。
音符を４分音符（ディスプレイに「４」と表示されます）に設定します。

〔SHIFT〕ボタンと〔MST.CLK〕ボタンを押しながら、プログラム・ダイ
アルを回してテンポを変更します。
この時、〔SHIFT〕ボタンを押しながら〔MST.CLK〕ボタンを数回タッ
プしてテンポを設定することも可能です（最低４回のタップが必要に
なります）。

アルペジオ演奏を聴きながらフィルターやエンベロープのセッティン
グを変えてみましょう。

〔SHIFT〕ボタンを押しながら〔RANGE〕ボタンを押してアルペジオ・パ
ターンを切り替えてみましょう。〔RANGE〕ボタンで１〜４オクターブに渡
るアルペジオにすることもできますが、ここでは１オクターブにしておきま
す。そのままのセッティングで、次のページの実験もぜひトライしてみてく
ださい。

1

2

3

4

5

6
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ディレイを同期させる
前ページのセッティングのまま、今度はディレイを追加してみましょう：

ディレイ・セクションの〔TEMPO〕、〔WET/DRY〕の各ノブを左いっぱ
い（ゼロ）に回しておきます。フィードバックのLEDは「１」が点灯して
いる状態にセットします。

ディレイの〔ON〕ボタンを押してディレイ・セクションをオンにし、
〔SHIFT〕ボタンを押しながら〔TAP.TEMPO〕ボタンを押してマス
ター・クロックに同期させます。

ディレイの〔TEMPO〕ノブを回して付点８分音符（ディスプレイに
「8d」と表示されます）を選択し、〔DRY/WET〕ノブを右へ徐々に回
してディレイ音をミックスしていきます。

この時、アルペジオは４分音符で演奏し、そのディレイ音は付点８分音符の
タイミングで繰り返します。このまま、次の実験もトライしてみましょう。

LFOを同期させる
今度はLFOの周期をマスター・クロックに同期させます。〔SHIFT〕ボ
タンを押しながらLFOの〔RATE/TIME〕ノブを回します。

LFOの波形は三角波を選択します。

フィルター・セクションの〔LFO.AMT〕ノブを少し上げてLFOでフィル
ター・フリケンシーをモジュレーションします。

LFOの〔RATE〕ノブを回して２小節（ディスプレイに「2b」と表示され
ます）にセットし、フィルターの〔LFO.AMT〕ノブを１２時の位置より
もわずかに下がった位置にセットします。この時、フィルター・フリケン
シーが何も反応していないようでしたら、〔FREQ〕ノブを少し下げて
みましょう。

この状態で、４分音符のアルペジオ演奏に付点８分音符のディレイ、そして
２小節周期のLFOがすべて同期しています。

〔MST.CLK〕ボタンを押しながらプログラム・ダイアルを回してみま
す。するとマスター・クロックのテンポが変わり、アルペジオ、ディレイ、
LFOもそれと同期してスピードやテンポ、周期が変化します。

マスター・クロックのテンポ設定は、パフォーマンスの一部として保存されます
（パフォーマンス・モードのパラメーターです）。

1

2

3

4

5

6

7

8

複数のスロットでも同期可能
パフォーマンス１つにつきマスター・クロックのテンポを１つ設定できます。
また、１パフォーマンス内のすべてをスロットをマスター・クロックに同期さ
せることができます。

キーボード・シンク機能（サウンド・メニュー）
サウンド・メニューのセッティング“MST.CLK.KBD.SYNC”（マスター・ク
ロック・キーボード・シンク）を使用すると、キーボードを弾くタイミングがマ
スター・クロックのテンポと合っていない場合でも、弾いたタイミングから
改めてマスター・クロックのテンポをリセットさせることができます。この
機能には「オン」と「ソフト」の２タイプがあり、「ソフト」の場合はキーボード
を弾いたタイミングから最も近いビートにわずかにクロックがリセットしま
す。また、この機能をオフにすることもでき、その場合はキーボードを弾く
タイミングと関係なく、マスター・クロックが動作します。
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9 Nord Sound Manager

Nord.Sound.Manager（ノード・サウンド・マネジャー）は、Nord.Lead.A1のメモリー・エリアにアクセスし、プログラムやパフォーマンスの並べ替えや新
しいプログラム/パフォーマンスをコンピュータから本機へ転送したり、逆に本機からプログラム/パフォーマンスなどのデータをコンピュータに転送して
バックアップを取ったり、バックアップ・ファイルの本機への転送（レストア）などが行える、メモリー管理フリーウェアです。

Nord.Sound.Managerの詳しい説明書やUSBドライバーのインストール・インストラクションは、Nordウェブサイト（http://www.nordkeyboards.
com）のダウンロード・エリアから入手できます。

動作環境
Nord.Sound.ManagerはMac.OS.X.10.4以降、Windows.XP、Windows.Vista、Windows.7、Windows.8の各OSを使用しているコンピュータ
上で動作します。また、Windowsの各OSのPCをご使用の場合はClavia.USB.Driver.v.3.02以上をインストールする必要があります。このドライバー
はSound.Manager.Setupアプリケーションが自動的にインストールします。

http://www.nordkeyboards.com
http://www.nordkeyboards.com
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メニュー
Nord Lead A1にはシステム、MIDI、サウンドの各メニューがあり、そこで本機の様々な設定を行えます。各メニューでの設定は、特に保存などの操作を
することなく変更後すぐに反映され、次回に変更するまでその設定がキープされます。各メニューには〔SHIFT〕ボタンを押しながら〔SYSTEM〕、〔MIDI〕、

TOLS〔（〕DNUOS〔  A〕、〔SLOT B〕、〔SLOT C〕）ボタンのいずれかを押すとそのメニューに入り、入ったメニューのボタンの上のLEDが黄色に点滅
します。各メニュー内の機能はプログラム・ダイアルを回して選択し、各機能の設定は〔SHIFT〕ボタンを押しながらプログラム・ダイアルを回して変更しま
す。メニューから抜けるにはスロット・ボタン（A～D）のいずれか（どれでも構いません）を押します。

システム・メニュー
1 - メモリー・プロテクト
メモリー・プロテクトは、プログラムやパフォーマンスの保存可能/不可能を
設定する機能です。工場出荷時の設定（デフォルト）では「On」になってい
ます。

システム、MIDI、サウンドの各メニューの設定はプロテクト対象外です。

レンジ：On（デフォルト）、Off

2 - トランスポーズ
本機のピッチを半音単位で上下にトランスポーズ（移調）させる機能です。

MIDI出力はトランスポーズしません。

レンジ：±６半音（デフォルト = 0）

3 - ファイン・チューン
本機のチューニングを微調整します。

レンジ：±５０セント（デフォルト = 0）

4 - サスティン・ペダル・ポラリティ
サスティン・ペダルの極性を切り替えます。接続したサスティン・ペダルの動
作が逆（踏んでいない時に音が伸びてしまう）の時に、この設定を変更しま
す。「Auto」に設定するとペダルを接続した時に自動的にペダルに合った
極性で動作します。

レンジ：Auto（デフォルト）、CL（クローズ）、OP（オープン）

5 - ホイール・モード
モジュレーション・ホイールの機能を、モーフ機能のコントローラー兼ビブ
ラート、またはビブラート専用のどちらかを選択できます。

レンジ：L1（モーフ＋ビブラート：デフォルト）、L2（ビブラート専用）

6 - コントロール・ペダル・モード
コントロール・ペダル（エクスプレッション・ペダル）を接続した時に、ペダル
の機能をモーフ機能のコントローラー、またはボリューム・ペダルのどちら
かを選択できます。

レンジ：P1（ボリューム：デフォルト）、P2（モーフ）

7 - コントロール・ペダル・タイプ
コントロール・ペダル（エクスプレッション・ペダル）はメーカーや機種によっ
て抵抗値やオフセット値、カーブなどの仕様が異なります。本機では主要な
ペダル・メーカーや機種に合わせたプリセットを内蔵し、お使いのペダルに
合った設定を選択できます。

8 - コントロール・ペダル・ゲイン
お使いのコントロール・ペダル（エクスプレッション・ペダル）を踏み込んだ
状態にしても、コントロールするパラメーターが最大値にならない場合、こ
の機能でペダルの出力レベルが０～１００（ディスプレイに表示されます）
になるようにゲインの調整をします。

レンジ：１～１０（デフォルト = 1）

9 - ミューテーター・プロテクト
この機能が「On」の場合、ミューテーター機能やランダマイズ・サウンド機
能にプロテクトされ、これらの機能を実行する前に〔EXECUTE〕ボタンを
押して実行する必要があります。

レンジ：On、Off（デフォルト）

A b c d - スロット・アウトプット・ルーティング
A～Dの各スロットのオーディオ・アウトの出力先を設定します。各スロット
の出力先は１～４の各オーディオ・アウト、またはペア（1-2、3-4）から選択
できます。

アウトプット１と２を選択した場合はヘッドフォンにも出力されます。

レンジ：１２（デフォルト）、３４、１、２、３、４

レンジ：Y7（Yamaha FC-7）、R5（Roland EV-5：デフォルト）、R7（Roland 
EV-7）、KO（KORG EXP-2、XVP-10）、Ft（Fatar、Studiologic
VP/25）
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MIDIメニュー
G - グローバルMIDIチャンネル
キーボードやペダル、パネル上のコントロールなどのMIDIメッセージに関
する送受信チャンネルを設定します。

レンジ：１〜１６、Off（デフォルト.=.1）

A, b, c, d - スロットMIDIチャンネル
スロットごとに個別のMIDIチャンネルを設定する時にこの機能を使用しま
す。

レンジ：１〜１６、Off（デフォルト：A.=.off、B.=.off、C.=.off、D.=.off）

t - ソフト・スルーMIDIチャンネル
この機能で設定したMIDIチャンネルのノート・オン/オフ・メッセージやMIDI
クロックを本機のMIDI.IN端子、USBポートから受信すると、MIDI.OUT端
子、USBポートからスルーさせることができます。

レンジ：１〜１６、Off（デフォルト.=.10）

1 - ローカル・コントロール
ローカル・コントロールは本機の音源部とパネルやキーボードなどのコント
ロール部との接続をオン/オフする機能で、ローカル・オンでコントロール
部と音源部が接続されます（デフォルト設定）。本機を外部シーケンサーに
接続し、本機からはパネルやキーボードなどのコントロール部からのMIDI
メッセージを送信し、外部シーケンサーからノート・データなどのMIDIメッ
セージを本機で受信する場合は、ローカル・オフにすると便利です。

レンジ：On（デフォルト）、Off

ローカル・コントロールは、本機の電源投入時に必ず「On」になります。

2 - コントロール・チェンジ（CC）モード
本機のパネル上のノブやボタンのMIDIコントロール・チェンジ・メッセージ
の送受信設定をこの機能で行います。

レンジ：Sr（送受信する：デフォルト）、r（受信のみ）、S（送信のみ）、Off

3 - プログラム・チェンジ・モード
本機のMIDIプログラム・チェンジ・メッセージの送受信設定を行います。

レンジ：Sr（送受信する：デフォルト）、r（受信のみ）、S（送信のみ）、Off

4 - ピッチ・ベンド・モード
本機のピッチ・スティックに対するMIDIピッチ・ベンド・メッセージの送受信設
定を行います。

レンジ：Sr（送受信する：デフォルト）、r（受信のみ）、S（送信のみ）、Off

5 - センドCC
その時選択しているプログラムのパラメーター・データをMIDIコントロー
ル・チェンジ・メッセージの形式で送信する際に、この機能を使用します。
〔EXECUTE〕ボタンを押すと送信が始まります。

6 - ダンプ・ワン
その時選択しているプログラムまたはパフォーマンスのパラメーター・
データをMIDIシステム・エクスクルーシブの形式で送信する際に、この機
能を使用します。〔EXECUTE〕ボタンを押すと送信が始まります。

7 - ダンプ・プログラム・バンク
その時選択しているプログラムまたはパフォーマンスが入っているバンク
全体のパラメーター・データをMIDIシステム・エクスクルーシブの形式で送
信する際に、この機能を使用します。〔EXECUTE〕ボタンを押すと送信が
始まります。

システム・エクスクルーシブ・ダンプの受信方法につきましては、３２ページの
「MIDIダンプ」をご参照ください。

サウンド・メニュー
1 - マスター・クロック・キーボード・シンク
この機能が「On」の場合、キーボードを弾いたタイミングでマスター・ク
ロックがリセットされます。「SF」（ソフト）設定の場合、キーボードを弾いた
タイミングとその時のマスター・クロックのビートがシンクします。

レンジ：Off、SF（ソフト：デフォルト）、On

2 - ディレイ・モード
この機能は、ディレイ・セクションの〔TEMPO〕ノブを回した時の、ディレイ
音の鳴り方を設定する機能です。「An」（アナログ）の場合、往年のアナロ
グ・ディレイと同様、〔TEMPO〕ノブを回した時にディレイ音のピッチが変
わりながらディレイ・タイムが変わります。「nO」（ノーマル）に設定した場合
は、ディレイ音のピッチが変わることなくディレイ・タイムが変わります。

レンジ：nO（ノーマル）、An（アナログ：デフォルト）

3 - ビブラート・レイト
ビブラートの周期を設定します。

レンジ：4.00〜8.00Hz（デフォルト.=.6.00Hz）

4 - ビブラート・アマウント
ディレイ・ビブラート使用時のビブラートの深さを設定します。

レンジ：０〜５０セント（デフォルト.=.１２セント）
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11 MIDI

Nord Lead A1のMIDI動作
本機は非常に柔軟なMIDIの各種設定が行えます。本機のキーボードで内
部音源はもちろんのこと、外部のハードウェア/ソフトウェア音源などをコン
トロールすることも可能です。また、４つのスロットは個別にMIDIチャンネ
ルを設定して外部シーケンサーからコントロールすることができ、４パート
のマルチティンバー音源としても使用できます。

本機のMIDI設定には、大別すると２つの大きな流れがあります。１つはグ
ローバルMIDIチャンネル、もう１つはスロットMIDIチャンネルです。それぞ
れで機能が異なりますので、用途に合わせてご使用ください。

MIDI IN MIDI OUT
グローバルMIDI ◯ ◯

スロットMIDI ◯

本機のキーボードやパネル上のコントロールからのMIDIメッセージは、グ
ローバルMIDIチャンネルで出力されます。

スロットMIDIチャンネルは、MIDIメッセージを受信用です。

本マニュアルでは、「キーボード」と表記した場合、Nord.Lead.A1のキー
ボードの他に、外部MIDIキーボード・コントローラーを指すこともあります。

MIDIの各種設定
MIDIチャンネルの設定や、プログラム・チェンジ、ピッチ・ベンド、コントロー
ル・チェンジ、その他MIDIに関する各種設定は、MIDIメニューで行います。

グローバルMIDIチャンネル
本機からのMIDIノート・データやコントロール・チェンジ・メッセージは、グ
ローバルMIDIチャンネルを通じて送信されます。また、受信する際もグ
ローバルMIDIチャンネルで受信できます。

グローバルMIDIチャンネルでMIDIメッセージを受信した場合、オンになっ
ているすべてのスロットがそれに反応します。この時、レイヤーやスプリッ
ト機能を使用しているパフォーマンスを選択している場合、またはモーフ
機能を使用した音色を使用している場合、本機のキーボードで演奏してい
る時と同様のコントロールを行えます。

スロットMIDIチャンネル
本機の４つのスロットがそれぞれ独立したシンセサイザーのようにノート・
データやコントロール・チェンジを受信させて使用する場合は、スロット
MIDIチャンネルを使用します。これにより、本機を４パートのマルチティン
バー音源として使用できます。

パフォーマンス・モードでスロットMIDIチャンネルを使用する場合は、必ずし
も全スロットをオンにしておく必要はありません。オフになっているスロット
も、そのスロットに対応するスロットMIDIチャンネルを受信すると反応しま
す。このことを利用して、キーボードで弾くスロットだけをオンにし、その他の
スロットはシーケンサーなどの外部MIDI機器からコントロールするといった
ことができます。

シーケンサーを使う：グローバルMIDIチャンネル
本機とコンピュータ、MIDIインターフェイス、またはシーケンサーをUSB
ケーブル（またはMIDIケーブル）で接続し、シーケンサーのトラックを「All.
Channel」またはMIDIチャンネル１に設定します（本機のグローバルMIDI
チャンネルと同じチャンネルに設定にします）。

この設定で、本機での演奏（キーボードやモーフ機能やペダルでのコント
ロールを含むパネル上のコントロール）がMIDIメッセージとしてシーケン
サーに送信されます。

パラメーターの動きをレコーディングする
本機の各スロットのパラメーターは、MIDIコントロール・チェンジで規定
されているパラメーター数よりも多くのパラメーターがあります。このた
め、パラメーターの動きなどパネル上のコントロールをMIDIコントロール・
チェンジ・メッセージとして送受信する場合は、スロット・ボタンを押して使用
するスロットを選択します。これにより、そのスロットでのコントロールがグ
ローバルMIDIチャンネルを通じて送受信されます。

複数のスロットを個別にコントロール・チェンジで操作したい場合は、スロッ
トMIDIチャンネルを使用します。

シーケンサーを使う：スロットMIDIチャンネル

シーケンサーの複数のトラックを使用して本機をマルチティンバー音源と
して使用する場合は、スロットMIDIチャンネルを設定します。この時、キー
ボードやパネル上のコントロールはグローバルMIDIチャンネルで送信され
ます。また、シーケンサーがいわゆるエコーバック設定（受信したMIDIメッ
セージをそのままMIDIアウトから出力する設定）になっている場合、MIDI
ループ（音が二重に発音されてしまう）を防ぐため、本機のローカル・コント
ロールをオフにします。

スロットMIDIチャンネルを設定することにより、スロットごとのパラメー
ターの動きなどを本機や外部MIDI機器を使用してレコーディングすること
ができます。

シーケンサーの別のトラックでパラメーターの動きなどをレコーディング
する場合は、そのトラックのMIDIチャンネルをコントロールしたいスロット
のMIDIチャンネルに合わせます。
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外部キーボードでスロットをコントロールする
パフォーマンス・モードでは、スロットMIDIチャンネルを設定することによ
り、本機のキーボードと外部キーボードやシーケンサーを併用してスロット
をコントロールすることができます。これにより、オンになっているスロット
は本機のキーボードで演奏し、オフになっているスロットをシーケンサーや
キーボードなどの外部MIDI機器からコントロールすることができます。

MIDIメッセージの種類
プログラム・チェンジ、バンク・セレクト
プログラム・チェンジ・メッセージは、グローバルMIDIチャンネルを通じて
送信され、グローバルまたはスロットMIDIチャンネルで受信します。バン
ク・セレクト・メッセージ（CC00、CC32）は本機の８つのプログラム・バン
ク（CC00、値０＋CC32、値０〜７）または４つのパフォーマンス・バンク
（CC00、値０＋CC32、値０〜３）を選択する時に使用します。外部MIDI
機器からバンク・セレクト・メッセージを使用する際は、直後にプログラム・
チェンジ・メッセージを送信する必要があります。

本機の各スロットは、スロットMIDIチャンネルでプログラム・チェンジ・メッ
セージを受信すると、そのスロットのプログラムが切り替わります。

パフォーマンス・モードの場合、グローバルMIDIチャンネルでプログラム・
チェンジ・メッセージを受信するとパフォーマンスが切り替わります。

プログラム・モードの場合、グローバルMIDIチャンネルでプログラム・チェン
ジ・メッセージを受信すると、その時にオンになっているスロットのみのプロ
グラムが切り替わります。

本機でプログラム・チェンジ・メッセージを送受信したくない場合は、MIDIメ
ニューで設定をオフにできます。

コントロール・チェンジ・メッセージ
本機のほとんどのパラメーターはコントロール・チェンジ・メッセージを送
受信できます。コントロール・チェンジ・メッセージで送受信可能なパラメー
ターのリストは、３３ページをご参照ください。

コントロール・チェンジ・メッセージを送受信したくない場合は、MIDIメ
ニューで設定をオフにできます。

ペダルのコントロール・チェンジ
システム・メニューでコントロール・ペダルの機能をボリュームに設定した場
合、ペダルでCC7を送信でき、モーフ機能で使用する場合はCC11を送信
します。サスティン・ペダルはCC64を送信します。

ボリューム
パフォーマンスや個々のスロットのアウトプット・レベルを操作すると、CC7
をグローバルMIDIチャンネルまたはスロットMIDIチャンネルを通じて送信
します。

パン
パフォーマンスや個々のスロットのパンニングを操作すると、CC10がグ
ローバルまたはスロットMIDIチャンネルを通じて送信されます。

MIDIローカル・コントロール
お使いのシーケンサーがいわゆるエコーバック設定（受信したMIDIメッ
セージをそのままシーケンサーのMIDIアウトから出力する設定）になって
いる場合、MIDIループ（音が二重に発音されてしまう）を防ぐため、本機の
MIDIメニューでローカル・コントロールをオフにします。

MIDIスルー
MIDIメニューでMIDIスルーをソフト的に行うチャンネルを設定できます。
これを設定すると、そのチャンネルで受信したMIDIメッセージやMIDIク
ロックを本機のUSBポートやMIDIアウト端子からそのままスルーさせる
ことができます。

MIDIクロック
本機のマスター・クロックはMIDIクロックを受信すると自動的にMIDIク
ロックと同期します。

本機はMIDIクロックを送信することはできません。本機を含む複数のMIDI
機器のクロックを同期させたい場合は、外部MIDIクロックを使用します。

USB-MIDI
Windows.XP、Windows.Vista、Windows.7、Windows.8をOSに使
用しているPCをお使いの場合は、Nord.USB.Driver.v.3.xをインストー
ルすることでUSBポートを使用して本機をMIDIコントロールすることが
できます。ドライバーは、本機をPCとUSBケーブルで接続することにより
Windowsアップデートを通じてインストールされます。また、USBドライ
バーはNordウェブサイトからもダウンロードできます。

Mac.OS.XのコンピュータはOSが本機で使用するUSB-MIDIの機能をす
でにサポートしていますので、ドライバーのインストールは不要です。

パニック
本機の音が止まらなくなってしまった場合は、〔PANIC〕
ボタンを押します。すると、受信していたCCメッセージ
をリセットし、全スロットにオール・ノート・オフ・メッセージ
を送信して音を止めます。

MIDIダンプ
MIDIダンプの送信
プログラム/パフォーマンスのパラメーター・データは、コントロール・チェン
ジまたはシステム・エクスクルーシブ・メッセージとして送信できます。送信
はMIDIメニューに入ってから行います。
コントロール・チェンジで送信する場合、その時選択していたプログラム
のオンになっているスロットのパラメーター・データのみが送信されます。
シーケンサーのトラックの先頭に記録しておくと、その後にコントロール・
チェンジをレコーディングする際に便利です。
システム・エクスクルーシブで送信する場合は、プログラムまたはパフォー
マンス１個分の全データを送信します。また、システム・エクスクルーシブ
で送信する場合は、プログラムまたはパフォーマンスのバンク１個分の前
データを送信することも可能です。

MIDIダンプの受信
送信側のMIDI機器と本機のグローバル（またはスロット）MIDIチャンネル
が合っているかどうかを確認してから、コンピュータ/シーケンサーの送信
操作を行います。
プログラム１個分のデータを受信した場合、本機のエディット・バッファに
データが入ります。そのデータを残しておきたい場合は、保存操作を行い
ます。また、バンク単位のデータを受信した場合、その時選択していたバン
クに上書き保存をしますので受信の際は十分にご注意ください。

http://www.nordkeyboards.com
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MIDIコントローラー・リスト
以下の表は、Nord.Lead.A1のパラメーターとMIDIコントロール・チェン
ジ・ナンバーの対応関係をまとめたものです。

•. オン/オフ切替のボタン型パラメーターでは、オフの状態でコント
ロール・チェンジの値が「０」、オンで「１２７」になります。

•. ボタン型のパラメーターでも設定値がオン/オフ以上に数段階ある
ものでは、その中の最低値がコントロール・チェンジの値「０」と対応し、
「１２７」までの間を設定値の数に応じて区分しています。

Nord Lead A1 パラメーター MIDI CC
Arp.Run 90

Arp.Tempo/Clk.Divisions 9

Arp.Master.Clock.Enable 86

Arp.Range 88

Arp.Direction 89

Glide.Rate 5

Mono.Selector 15

Voice.Mode.Unison 16

Pitch.Bend.Range 118

Vibrato.Select 56

LFO.Rate/Clk.Divisions 19

LFO.Waveform.Selector 20

LFO.Master.Clock.Enable 2

LFO.Envelope.Selector 34

Mod.Envelope.Attack 26

Mod.Envelope.Decay/Sustain 27

Mod.Envelope.Release 28

Mod.Envelope.Invert 38

Mod.Envelope.Velocity 29

Osc.LFO.Modulation.Amount 68

Osc.Mod.Envelope.Amount 69

Osc.Control 31

Osc.Waveform.Selector 30

Osc.Configuration 33

Filter.LFO.Modulation.Amount 48

Filter.Mod.Envelope.Amount 43

Filter.Frequency 74

Filter.Type 44

Filter.Keyboard.Tracking 46

Filter.Drive 47

Filter.Resonance 42

Amp.Envelope.Attack 73

Amp.Envelope.Decay 36

Amp.Envelope.Release 72

Amp.Envelope.Velocity 35

FX.Amount 55

FX.Selection 53

FX.On/Off 52

Delay.Tempo/Clk.Divisions 78

Delay.Master.Clock.Enable 51

Delay.Feedback 79

Delay.Ping.Pong 100

Delay.Amount 76

Delay.On/Off 99

Output.Level 71

Nord Lead A1 パラメーター MIDI CC
Pan 10

Reverb.Amount 98

Reverb.Selector 96

Reverb.On/Off 97

Octave.Shift 17

Hold 58

Hold.Enable 54

Slot.Focus 119

Slot.Enable 115

Volume.Pedal（システム・メニューのコントロール・ペダル・
モードでボリュームを選択した場合） 7

Ctrl.Pedal（システム・メニューのコントロール・ペダル・モー
ドでモーフを選択した場合） 11

Mod.Wheel 1

Wheel/Pedal.Morph（CC受信用） 11

Sustain.Pedal 64

Bank.Select.MSB 0

Bank.Select.LSB 32
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MIDIインプリメンテーション・チャート
機能 送信 受信 備考

ベーシック・チャンネル １−１６ １−１６ スロットA、B、C、D個別にチャンネル設定可能

デフォルト・チャンネル １−１６ １−１６

モード デフォルト モード１、３ モード１、３

メッセージ × ×

その他 **********

ノート・ナンバー ０−１２７ ０−１２７

トゥルー・ボイス

ベロシティ ノート・オン ◯、ｖ＝１−１２７ ◯、v=１−１２７

ノート・オフ × ×

アフタータッチ キー × ×

チャンネル × ×

ピッチ・ベンダー ◯ ◯

コントロール・チェンジ ◯ ◯ MIDI.CCリスト（３３ページ）参照

プログラム・チェンジ ◯、０−９８ ◯、０−９８ バンク・セレクト：CC00、CC32

トゥルー・ナンバー

システム・エクスクルーシブ ◯ ◯

システム・コモン ソング・ポジション × ×

ソング・セレクト × ×

チューン × ×

システム・リアルタイム クロック × ◯

コマンド ×

その他のメッセージ ローカル・オン/オフ

オール・ノート・オフ

アクティブ・センス

リセット

ナンバー トゥルー・ボイス

モード１：オムニ・オン、ポリ
モード２：オムニ・オン、モノ
モード３：オムニ・オフ、ポリ
モード４：オムニ・オフ、モノ
◯：可能
×：不可能
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12 付録

仕様
一般：

•. キーボード：４９鍵、４オクターブ、ベロシティ・センス、オクターブ・シフ
ト・ボタン（±２オクターブ）付きキーボード（Nord.Lead.A1のみ）

•. 同時発音数：２６ボイス

•. キーボード・スプリット：アッパー、ロワーで２スロットずつ（AB、CD）
使用可能

•. モジュレーション・ホイール（Nord.Lead.A1のみ）

•. ピッチ・スティック：ゼロクロス不感帯なし（Nord.Lead.A1のみ）

•. ピッチ・ベンド・レンジ：プログラム可能（最大±４オクターブ）、アップ/
ダウン別の設定あり（+2半音、-12または-24半音の２タイプ）

•. ペダル・インプット：サスティン・ペダル端子×１、エクスプレッション・ペ
ダル端子×１

ユーザー・インターフェイス：

•.３桁LEDディスプレイ、ノブ×２３、エンコーダー×３、ボタン×２０以上
を使用して音色エディット、演奏が可能

オシレーター・セクション：

•. オシレーター・モデル：マルチプル・ウェーブフォーム（アナログ、拡張
アナログ、パルス波形、デジタル波形）

•. オシレーター・コンフィギュレーション：８タイプ（ピッチ、デチューン、
シェイプ、シンク、AM、ノイズ、ミックス、FM）

フィルター・セクション：

•. フィルター・モード：12dB/oct（２ポール）ローパス、24dB/oct（４
ポール）ローパス、バンドパス、ハイパス、ラダーM、ラダー303

•. コントロール：カットオフ、レゾナンス、エンベロープ・アマウント、LFO
アマウント、エンベロープ・アマウント（ベロシティ・コントロール）

•. キーボード・トラッキング：４段階（オフ、1/3、2/3、1:1）

•. フィルター・ディストーション調整可能

モジュレーション・セクション：

•. LFO：波形：三角波、矩形波、ノコギリ波、反転ノコギリ波（ランプ波）、
サンプル＆ホールド、フィルターのカットオフ・フリケンシー及びオシ
レーターのモジュレーションに使用可能、LFO周期はマスター・クロッ
クに同期可能

•. LFOエンベロープ・モード：ノート・オンごとにスタート可能

•. アルペジエイター：レンジ：１〜４オクターブ、モード：アップ、ダウン、
アップ/ダウン、ランダム、マスター・クロックに同期可能

•. ADR/ASRエンベロープ：ベロシティ・コントロール（オン/オフ）、
エンベロープ反転（オン/オフ）

パフォーマンス・セクション：

•. ボイス・モード：ポリ、レガート、モノ、グライド（レガート、モノで使用可
能）、トゥルー・ユニゾン１、２、３

•.４つのプログラム・スロットを使用してレイヤー・サウンドを作成可能

•. エフェクト・セクション：フランジャー、フェイザー、リング・モジュレー
ション、コーラス、アンサンブル、ドライブ

•. ディレイ・セクション：タップ・テンポ、フィードバック（４段階）、ピンポン・
モード、ドライ/ウェット・ミックス、ディレイ・テンポ（タイム）はマスター・
クロックに同期可能

•. リバーブ・セクション：５アルゴリズム（ルーム、ステージ１、ステージ２、
ホール１、ホール２）

メモリー：

•. プログラム：４００プログラム（８バンク×５０プログラム）

•. パフォーマンス：２００パフォーマンス（４バンク×５０パフォーマンス）

オーディオ・アウト：

•.４アウトプット：スロット別に独立出力可能

•. ヘッドフォン出力

•. 高解像度低ノイズ２４ビットD/Aコンバータ使用

MIDI機能：

•. コントロール・ノブ、スイッチはMIDIコントロール・チェンジ・メッセージ
の送受信可能

•. システム・エクスクルーシブ・バルク・ダンプ：１プログラム、全プログラ
ムの送受信可能

•. マスター・クロックはMIDIクロックに同期可能

•. ソフト・スルー機能

接続端子：

•. オーディオ・アウト：４系統、ライン・レベル、標準（6.35mm）ジャック
（不平衡）

•. ヘッドフォン・アウト：標準ステレオ（6.35mm）ジャック

•. サスティン・ペダル・インプット：標準（6.35mm）ジャック、モーメンタ
リー・タイプのペダル（コルグDS-1H等）をご使用ください。

•. コントロール・ペダル・インプット：標準TRS（6.35mm）ジャック、エク
スプレッション・ペダル（コルグEXP-2、XVP-10）をご使用ください。

•. USBポート：USB-MIDI機能使用可能

•. MIDI端子：MIDI.IN、MIDI.OUT

付属品：

•. ユーザー・マニュアル

•. 電源コード

•. ラックマウント・アダプダー（Nord.Lead.A1Rのみ）

外形寸法、重量：

•. Nord.Lead.A1：864.(W).x.272.(D).x.94.(H).mm、4.85kg

•. Nord.Lead.A1R：466.(W).x.169.(D).x.155.(H).mm、3.35kg

本マニュアルに記載の商品名、ブランド名はすべて各保有者の商標で、本機の機
能やサウンドを説明するためにのみ使用しています。

仕様は予告なく変更することがあります。
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ディスプレイ・メッセージ
メッセージ 内容

保存時

pro メモリー・プロテクトがオンになっています。

マスター・クロック・テンポ

e.Cl マスター・クロックがMIDIクロックに同期しています（手動でテン
ポ変更できません）。

ミューテーター、ランダマイズ、イニシャライズ・サウンド

nvt ミューテーターを実行するには〔EXECUTE〕ボタンを押してくだ
さい。

rnd ランダマイズを実行するには〔EXECUTE〕ボタンを押してくだ
さい。

Ini イニシャライズを実行するには〔EXECUTE〕ボタンを押してくだ
さい。

O ミューテーター、ランダマイズ、イニシャライズを実行しました。

コピー/ペースト関連

CP.x スロットをコピーしました（「x」にはa、b、c、Dのいずれかが表示
されます）。

PS.x スロットにペーストしています（「ｘ」にはa、b、c、Dのいずれかが
表示されます）。

CPY ベロシティ/ホイールのモーフをコピーしました。

PSt ベロシティ/ホイールのモーフをペーストしています。

5.0 設定値5.0でコピー/ペーストしています（設定値：0.0〜
10.0）。

MIDIシステム・エクスクルーシブ関連

E.Sv リード/ライト・エラーが発生しました。

E.Si サイズ・エラーが発生しました。

E.ve バージョン・エラーが発生しました。

E.Ch チェックサム・エラーが発生しました。

Pro メモリー・プロテクトがオンになっています。
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13 インデックス

英数

AM（振幅変調）.22

BP（バンドパス）.24

DLY1（ビブラート）.18

〔DRY/WET〕ノブ（ディレイ、リバーブ）.25

FM（周波数変調）.22

〔FREQ〕ノブ.23

HP（ハイパス）.24

LEDディスプレイ.16

〔LEVEL〕ノブ（アウトプット・セクション）.25

MIDIメニュー.30

MIDIチャンネル.30

〔NOTE.TRIG〕ボタン.25

〔PANIC〕ボタン.18

〔PASTE〕ボタン.16

〔RATE〕ノブ（LFO）.19

〔SHIFT〕ボタン.17

〔STORE〕ボタン.16

〔TYPE〕ボタン（フィルター）.23

USB接続.8

ア行

アウトプット・セクション.25

アウトプット・ルーティング.29

アタック.22

アルペジオ.18

アルペジオ・ディレクション.18

アルペジオ・レンジ.18

ウェーブフォーム・セレクター（LFO）.19

エクスプレッション・ペダル.8

エンベロープ・アマウント.23

オーディオ端子.8

オクターブ・シフト.17

オシレーター.20

オシレーター・コンフィギュレーション.21

カ行

キーボード・シンク（マスター・クロック）.30

キーボード・トラック（フィルター）.23

グライド.18

グローバル・オクターブ・シフト.17

グローバル・チャンネル.30

コピー.16

コントロール・チェンジ・モード.30

コントロール・チェンジ・リスト.33

コントロール・ペダル.8

コントロール・ペダル・ゲイン.29

コントロール・ペダル・タイプ.29

コントロール・ペダル・モード.29

サ行

サスティン・ペダル.8、29

シェイプ・コンフィギュレーション.21

システム・メニュー.29

仕様.35

シンク・コンフィギュレーション.21

スプリット.10、17

スロット.9、17

スロット・アウトプット.29

スロット・チャンネル.30

接続端子.8

セレクター・ボタン.7

センドCC.30

ソフト・スルー.30

タ行

ダンプ・プログラム・バンク.30

ダンプ・ワン.30

ディケイ.22

ディスプレイ.16

ディレイ〔ON〕ボタン.25

ディレイ・フィードバック.25

ディレイ・モード.30

デチューン・コンフィギュレーション.21

ドライブ（フィルター）.23

トランスポーズ.29

ナ行

ノイズ.21

ハ行

パフォーマンス・モード.16

パラメーターの変化幅（モーフ）.14

ピッチ・コンフィギュレーション.21

ピッチ・ベンド・モード.30

ビブラート・アマウント.30

ビブラート・レイト.30

ファイン・チューン.29

フィルター.23

フォーカス.9

フリケンシー（フィルター）.23

プログラム/バリュー・ダイアル.16

プログラム・チェンジ.30

ペダルの接続.8

ヘッドフォン端子.8

ベンド・レンジ.18

ホールド.17

ホールド・イネーブル.17

ホイール（モーフ）.13

ボイス・モード.18

保存する.9

マ行

マスター・クロック.26

マスター・レベル.16

ミックス・コンフィギュレーション.22

ミューテーター.15

メモリー・プロテクト.29

モーフィング.13

モーフ・パラメーター.13

モジュレーション・エンベロープ.19

モジュレーション・ホイール.18

モノ.18

ヤ行

ユニゾン.18

ラ行

ラッチ機能（モーフ）.14

ランダマイズ.15

リリース.22

レイヤー.9

レガート.18

レゾナンス.23

ローカル・コントロール.30

ローパス.23
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